
７
月
７
日
の
「
川
の
日
」
を
前
に
千
曲

川
河
川
敷
で
親
子
向
け
の
自
然
学
習
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
た
。
６
月
21
日
と
22
日

の
二
日
間
、
坂
城
町
は
今
回
で
19
回
目

と
な
る
「
川
の
学
校
」
を
開
催
。「
坂
城

町
青
少
年
を
育
む
町
民
会
議
」
の
会
員
が

子
ど
も
た
ち
に
竹
竿
釣
り
を
教
え
た
り
、

川
魚
釣
り
の
仕
掛
け
を
設
置
。
翌
朝
に
仕

掛
け
を
引
き
揚
げ
る
と
ナ
マ
ズ
や
ス
ッ
ポ

ン
が
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ボ
ー
ト
で

川
の
中
州
ま
で
移
動
し
て
上
陸
し
た
り
、

石
で
水
切
り
体
験
を
し
た
。
そ
の
後
、
川

魚
料
理
の
朝
ご
飯
を
参
加
者
で
食
べ
た
。

千
曲
市
で
は
萬
葉
の
里
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ

ア
周
辺
で
、
６
月
22
日
に
今
年
度
の

「
自
然
体
験
学
習
会
（
水
辺
）」
を
開
催
し

た
。
今
年
の
砂
れ
き
河
原
の
生
き
物
探
し

は
Ａ
Ｉ
図
鑑
の
ア
プ
リ
の
ほ
か
に
千
曲
川

河
川
事
務
所
が
作
成
し
た
カ
ー
ド
を
使
っ

て
川
辺
の
植
物
や
昆
虫
な
ど
の
生
き
も
の

探
し
に
挑
戦
。
見
つ
け
た
生
き
も
の
の
写

真
に
シ
ー
ル
を
貼
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を

す
る
試
み
も
行
わ
れ
た
。
坂
城
・
千
曲
の

両
会
場
と
も
千
曲
川
河
川
事
務
所
の
職
員

が
千
曲
川
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
ほ
か
、

川
魚
の
つ
か
み
取
り
も
行
わ
れ
た
。
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地球の水と空気をもっときれいに

株式会社長野セラミックス

７月の花 日日草
ニチニチソウ

第６６号紙面構成
【第１面】特集／千曲川の自然
学習【第２面】活動報告／総会
開催【第３面】行政／新部長イ
ンタビュー、街まち文化祭【第
４面∼５面】特集／図書館・日
本デルモンテ【第６面】学校／
千曲坂城クラブ【第７∼９面】
地域・トピックス／坂城町特別
献立・茶の湯体験・さらしな楽
校【第10∼11面】カルチャー・
連載【第12 面】スポーツ／フッ
トサル・ボアルース長野ほか

科野のムラお田植えまつり
（屋代）

６月８日、科野の里歴史公園で恒例のお田植えま
つりが執り行われた。一重山太鼓の演奏が鳴り響く
なか、早乙女姿に身を包んだ屋代南高校、屋代高校
附属中の女子生徒たちが古代米の苗を手植えして
いった。途中からは来賓や飛び入りで一般の子ども
が参加し、泥だらけになりながら田植えを体験し
た。今回も千曲坂城クラブＨＳＣ（サイエンスヒス
トリークラブ）の生徒がまつりの運営をお手伝い。
苗を手渡したり、会場内で古代米を販売した。
公園内のステージではお田植えまつりに合わせて

音楽イベント「将音祭」も開催され、高校生のダン
スパフォーマンスやライブが行われた。

今月のちくま百景 親
子
が
川
辺
の
貴
重
な
生
態
系
を
実
体
験

さかきふれあい大学専門講座「川の学校」
（つけば小屋「魚とし」付近・坂城大橋下）自然体験学習会（川辺）

（萬葉の里スポーツエリア周辺）

坂
城
町
・
千
曲
市
の
自
然
学
習

水
辺
で
千
曲
川
の
魅
力
再
発
見

【特集】

ちくま未来新聞
ＷＥＢ

千曲坂城地域 市民広報紙

坂
城
駅
前
多
目
的
広
場
で
６
月
１
日
「
坂
城
駅
前
葡
萄

酒
祭
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
た
（
主
催
・
坂
城
駅
前
葡

萄
酒
祭
実
行
委
員
会
）
。
今
年
は
坂
城
町
を
は
じ
め
県
内

12
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
ほ
か
、

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
の
ブ
ー
ス
も
出
店
。
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

は
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
チ
ー
ズ
、
生
ハ
ム
の
ほ
か
、
カ
レ
ー
や

長
野
市
の
人
気
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
ご
当
地
グ
ル
メ
が
軒
を

連
ね
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
坂
城
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
で
幕
を
開
け
、
坂
城
町
出
身
の
川
島
亜
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
県
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
場
。
来
場

者
は
酒
と
と
も
に
音
楽
で
優
雅
な
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
広
場
内
に
静
態
保
存
さ
れ
て
い
る
「
１
６
９
系
電

車
」
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
さ
れ
、
鉄
道
グ
ッ
ズ

な
ど
を
展
示
し
た
。

会
場
は
県
内
外
か
ら
の
来
場
者
で
溢
れ
た
。
駅
前
か
ら

は
第
20
回
ば
ら
祭
り
が
開
催
中
の
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公

園
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
、
毎
年
東
京
か
ら
葡
萄

酒
祭
に
来
て
い
る
と
い
う
夫
婦
は
「
バ
ラ
を
見
る
の
も
楽

し
み
」
と
話
し
て
い
た
。

坂城駅前葡萄酒祭2025が開催
第20回ばら祭り会場にもシャトルバスを運行

ス
テ
ー
ジ
の
ラ
イ
ブ
演
奏
に

盛
り
上
が
る
高
校
生
た
ち

CLOSE：８/13（水）∼８/17（日）
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（
一
社
）
ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機

構
は
令
和
７
年
度
の
会
員
総
会
を
６
月

19
日
に
ち
く
ま
未
来
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

開
催
し
た
。
総
会
で
は
先
日
の
第
１
回

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
令
和
６
年
度
の

事
業
報
告
・
収
支
決
算
と
、
令
和
７
年

度
の
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
承
認
を
受
け
た
。
事

業
計
画
で
は
組
織
体
制
の
構
築
と
し
て

「
会
員
拡
大
と
財
務
強
化
」
「
新
た
な

組
織
体
制
へ
の
移
行
（
年
度
内
）
」
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
た
。

続
い
て
理
事
及
び
監
事
を
選
任
。
今

回
新
た
に
理
事
と
な
っ
た
の
は
５
名

（
〔
法
人
〕
２
名
・
滝
沢
食
品
㈱
・
滝

沢
秀
治
、
エ
ム
ケ
ー
精
工
㈱
・
小
山
千

明
〔
個
人
〕
３
名
・
中
澤
幸
彦
、
林
欣

克
、
越
洋
子
）
。
前
山
忠
重
監
事
は
再

任
。
中
山
正
昭
前
副
会
長
が
監
事
に
新

任
と
な
っ
た
。
総
会
に
引
き
続
き
第
２

回
理
事
会
を
開
催
し
て
代
表
理
事
を
選

定
し
、
若
林
正
樹
理
事
が
新
会
長
に
選

ば
れ
た
。
柳
澤
純
副
会
長
、
西
澤
秀
文

専
務
理
事
は
再
任
（
副
会
長
２
名
の
う

ち
１
名
は
欠
員
）
。
柴
田
文
啓
前
代
表

は
顧
問
に
就
任
し
た
。

若
林
正
樹
新
会
長
か
ら
の
ご
挨
拶

「
こ
の
度
、
前
任
の
柴
田
文
啓
さ
ん
か

ら
引
継
ぎ
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
当
機
構
は
、
千
曲
市
の
歴
史
を
踏

ま
え
・
千
曲
市
の
現
状
を
理
解
し
・
千

曲
市
の
未
来
に
提
言
を
行
う
と
い
う
目

的
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様

の
お
知
恵
・
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
千

曲
市
の
発
展
を
皆
さ
ん
と
進
め
て
参
り

ま
す
。
」

ケーブルネット千曲
７月のおススメ

株式会社 信州ケーブルテレビジョン

一
重
山
み
ら
い
会
議
は
６
月
15
日
に
千
曲
市
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
て
と
て
と
サ
ン
パ
ワ
ー
ふ
れ
あ

い
公
園
で
行
わ
れ
た
「
ち
く
ま
街
ま
ち
文
化
祭
」

に
参
加
し
た
。
屋
外
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は
屋
代
城

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
、
７
月
27
日
開
催
予

定
の
夏
休
み
昆
虫
採
集
教
室
を
案
内
し
た
。
併
せ

て
ち
く
ま
未
来
新
聞
や
第
３
回
ち
く
ま
検
定
（
12

月
７
日
開
催
予
定
）
の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

【
関
連
記
事
第
３
面
】

文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
一
重
山
の
見
学
会
を
実

施
、
千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
10
人
と
大
人
4

人
の
計
14
人
が
参
加
し
た
。
12
時
30
分
に
会
場
を
出

発
し
、
不
動
尊
側
か
ら
主
郭
を
目
指
し
た
。
雨
上

が
り
の
蒸
し
暑
い
気
候
な
が
ら
、
森
の
中
は
涼
し

い
風
が
吹
い
て
い
た
。
こ
の
日
の
朝
も
草
刈
り
を

行
っ
た
一
重
山
み
ら
い
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
屋
代

城
の
曲
輪
に
つ
い
て
説
明
し
、
歴
史
科
学
ク
ラ
ブ

く
る
わ

の
生
徒
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
出
た
。
帰
り
は
県

立
歴
史
館
裏
の
登
山
口
か
ら
下
山
し
た
。

ち
く
ま
街
ま
ち
文
化
祭
に
参
加

一
重
山
（
屋
代
城
）
を
見
学

一
重
山
み
ら
い
会
議

一重山見学会の様子

ち
く
ま
未
来
戦
略
研
究
機
構
は
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
）
よ
り
千
曲
市
が
進
め

る
「
屋
代
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
以
下

屋
代
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）
周
辺
地
区
」
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け

た
。
同
社
で
は
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
の
基
礎
資
料
と
し

て
様
々
な
団
体
か
ら
意
見
の
聞
き
取
り
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
そ
の
一
環
。
６
月

11
日
に
同
社
関
東
支
社
か
ら
花
田
副
次
長
ら
２
人

が
機
構
を
訪
れ
、
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら
と
話
し
合

い
を
行
っ
た
。
最
初
に
機
構
の
成
り
立
ち
と
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
屋
代
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
と
、
屋
代
駅
周
辺
と
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

さ
ら
は
に
ズ
ム

ち
く
ま
論
説

▼
Ｂ
リ
ー
グ
・
信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ

リ
ア
ー
ズ
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
報
告
会
見

で
木
戸
康
行
社
長
は
Ｂ
２
降
格
に
よ
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
直
し
た
た
め
試

合
会
場
の
確
保
に
苦
し
ん
だ
こ
と
に
言

及
。
３
月
に
千
曲
市
で
行
わ
れ
た
千
葉

と
の
試
合
に
つ
い
て
「
こ
と
ぶ
き
ア

リ
ー
ナ
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
で
我
々
に
与
え
ら
れ
た
試

練
だ
と
思
う
」
と
述
べ
た
。
【
関
連
記

事
12
面
】
来
年
末
に
誕
生
す
る
Ｂ
リ
ー
グ

プ
レ
ミ
ア
の
参
入
を
目
指
す
信
州
Ｂ
Ｗ

に
と
っ
て
「
平
均
入
場
者
４
０
０
０

人
」
と
い
う
基
準
は
必
達
目
標
。
そ
も

そ
も
４
０
０
０
人
の
キ
ャ
パ
が
無
い
こ

と
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
で
の
試
合
開
催
は
避

け
た
い
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
実
際
に
こ

の
試
合
で
は
３
１
０
０
～
３
３
０
０
人

の
入
場
者
数
で
、
も
し
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン

グ
で
開
催
し
て
い
れ
ば
４
０
０
０
人
台

後
半
は
見
込
め
た
。
苦
渋
の
選
択
で

あ
っ
た
こ
と
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

▼
こ
れ
は
Ｂ
リ
ー
グ
機
構
が
集
客
数
を

最
重
要
視
す
る
方
針
を
取
っ
て
い
る
以

上
致
し
方
な
い
。
Ｂ
Ｗ
は
来
シ
ー
ズ
ン

に
つ
い
て
も
改
修
を
終
え
７
０
０
０
人

の
収
容
人
数
を
誇
る
松
本
市
総
合
体
育

館
で
の
試
合
を
４
回
開
催
す
る
ほ
か
、

プ
レ
シ
ー
ズ
ン
ゲ
ー
ム
も
安
曇
野
市
で

の
開
催
が
決
定
し
て
い
る
と
い
う
。
来

年
は
チ
ー
ム
誕
生
15
周
年
の
メ
モ
リ
ア
ル

イ
ヤ
ー
だ
が
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

千
曲
市
で
の
開
催
は
未
定
だ
。
来
季
の

千
曲
市
で
の
試
合
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

つ
い
て
木
戸
社
長
に
直
撃
し
た
と
こ
ろ

「
可
能
性
は
あ
る
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
▼
近
年
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
伸

長
に
伴
い
、
体
育
館
も
「
大
型
ア
リ
ー

ナ
」
が
重
用
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
東
信

地
域
に
は
無
い
３
０
０
０
人
超
規
模
の

こ
と
ア
リ
を
必
要
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
競

技
団
体
も
多
い
筈
。
是
非
千
曲
市
に
も

目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
（
Ｗ
・
Ｓ
）

若林正樹新会長

未来戦略広場

当紙ではみなさまからの「未来戦略・提言」
を広く募集しています。文章量は150∼200字
程度でお願いします。匿名やペンネームも
承りますが、必ずお住まいの地域をご明示
下さいますようお願いします。

【メールアドレス】
info@ckm-mirai.org

【ＦＡＸ】０２６−２１４−７９０５

十文字風

令
和
７
年
度
会
員
総
会

＆
第
2
回
理
事
会
を
開
催

新
代
表
・
役
員
が
決
定

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
協
力

一重山みらい会議の展示ブース
（てとて）

「
夏
休
み
昆
虫
採
集
教
室
」
７
月
27

日
（
日
）
９
時
か
ら
12
時
ま
で
。
参

加
費
は
無
料
。
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は☎

０
２
６‐

２
７
２‐

０
５
４
６
（
青
木
）

ヒアリングの様子（６月11日）

ちくま未来戦略研究機構総会
（６月19日 ちくま未来ステーション）

ちくま未来戦略研究機構
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坂城町では坂城大橋横の国道18号線沿いにある町の大
型ＰＲ看板をリニューアルした。看板は高さが土台も入
れて９．３メートル、幅が１．２メートル。３方向に向
けてメッセージが掲示されており、それぞれ文言は上田
市側が「村上義清生誕の地」、千曲市側は「日本刀とば
らの町 さかき」、坂城大橋側には「創造と技術 もの
づくりの町 さかき」と記されている。文言は以前のも
のから変更していないが、経年劣化で色あせて文字がか
すれてきたため新調された。また新たに町の公式キャラ
クター‼ねずこんのイラストを追加している。

ＰＲ看板を新調

令
和
７
年
度
の
千
曲
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
が

６
月
15
日
に
実
施
さ
れ
た
。
市
内
の
千
曲
川

河
川
敷
全
16
か
所
で
、
市
民
ら
が
投
棄
ご
み

の
収
集
と
外
来
種
・
ア
レ
チ
ウ
リ
の
駆
除
を

行
っ
た
。
前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
が
心
配

さ
れ
た
が
、
朝
に
は
止
み
予
定
通
り
午
前
８

時
か
ら
作
業
を
開
始
。
市
職
員
が
注
意
事
項

を
説
明
後
、
収
集
用
の
ご
み
袋
を
片
手
に
空

き
缶
や
可
燃
＆
不
燃
ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

雨
で
水
量
が
増
し
て
い
る
た
め
、
川
に
近
付

か
な
い
よ
う
注
意
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。

千
曲
川
河
川
敷
は
以
前
よ
り
ご
み
の
投
棄

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
声
も
聞

か
れ
た
が
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
後
と
み

ら
れ
る
大
量
の
ビ
ー
ル
缶
な
ど
が
捨
て
ら
れ

て
い
た
場
所
も
あ
っ
た
。
ご
み
の
少
な
か
っ

た
地
区
で
は
ア
レ
チ
ウ
リ
の
除
草
を
精
力
的

に
行
っ
て
い
た
。

お
千
曲
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
て
と

て
主
催
の
「
み
ん
な
の
街
ま
ち
フ
ェ

ス
タ
」
と
Ｃ‐

ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

主
催
の
「
ち
く
ま
ま
ち
づ
く
り
文
化

祭
」
が
初
め
て
共
同
で
開
催
す
る

「
街
ま
ち
文
化
祭
」
が
６
月
15
日
に

開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
千
曲

市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
と
サ
ン
パ

ワ
ー
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
市
内
で
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
す
る
団

体
が
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
展
示
や
販

売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。

各
団
体
の
メ
ン
バ
ー
は
服
に
自
分
を

表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
を
書
き
込
ん
だ

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
シ
ー
ル
を
貼
り
、
他

団
体
や
来
場
者
と
交
流
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
こ
ど
も
た
ち

の
ダ
ン
ス
や
歌
声
サ
ロ
ン
、
ピ
ア
ノ

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
屋
外

に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
多
数
出
店
し
、

大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
て
い
た
。
ま

た
、
訪
れ
た
場
所
で
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
と
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る
抽

選
に
参
加
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
企
画
も
実
施
さ
れ
た
（
写
真
）
。

坂城町ＰＲ看板

街
ま
ち
文
化
祭
開
催

雨
上
が
り
の
な
か
実
施

千
曲
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

坂城町

（
右
）
稲
荷
山
・
桑
原
地
区

（
左
）
上
町
・
上
中
町

中
町
・
今
井
町
・
柏
王
区

わ
が
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー

委
嘱
式
（
五
加
小
学
校
・
村
上
小
学
校
）

千
曲
警
察
署
で
は
令
和
７
年
度
「
わ
が
家
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
」
の
委
嘱
を
行
っ
た
。

長
野
県
警
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
取
り
組

み
は
、
県
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
防
犯
活
動

へ
の
参
加
を
通
じ
て
防
犯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
。
千
曲
署
管
内
で
は
毎
年
千
曲

市
と
坂
城
町
の
小
学
校
各
一
校
が
委
嘱
を
受
け
、

一
年
間
に
わ
た
っ
て
活
動
を
行
う
。
主
な
任
務
は

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
」
「
い
じ
め
・
万
引
き
を

し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
な
ど
４
項
目
。

５
月
21
日
に
坂
城
町
の
村
上
小
学
校
、
６
月
５

日
に
は
千
曲
市
の
五
加
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
生
活
安
全
課
の
署
員
と
千
曲
少
年

警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
ら

が
出
席
。
児
童
に
委
嘱
状
と
リ
ー

ダ
ー
証
が
手
渡
さ
れ
た
。
今
年
度

は
注
連
縄
づ
く
り
な
ど
を
行
う
予

定
も
あ
る
と
い
う
。

千
曲
市
副
市
長

大
内
氏
が
再
任

千
曲
市
の
小
川
市
長
は
６
月
２
日
、
市
議
会

本
会
議
で
、
任
期
満
了
と
な
る
副
市
長
に
大
内

保
彦
氏
を
再
任
す
る
人
事
案
を
提
出
。
電
子
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
同
意
を
得
た
（
賛
成

９
人
、
反
対
８
人
）
。
大
内
氏
は
屋
代
出
身
で
66

歳
。
再
任
の
あ
い
さ

つ
で
は
「
副
市
長
一

期
目
の
反
省
な
ど
を

踏
ま
え
、
公
務
員
生

活
の
総
仕
上
げ
と
し

て
頑
張
っ
て
参
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

坂
城
町
議
会
構
成
の
改
選

５
月
20
日
、
坂
城
町
議
会
第
２
回
臨
時
会
に

お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
議
長
と
副
議
長
の
選

任
が
行
わ
れ
た
。
任
期
は
議
員
任
期
満
了
の
令

和
９
（
２
０
２
７
）
年
４
月
30
日
ま
で
。

【
議
長
】
中
嶋
登
（
新
任
）
【
副
議
長
】
大
日

向
進
也
（
新
任
）

第20回人権を守る市民集会 合同開催︓令和7年度市民講座
記念講演︓トークショーテーマ『歳を重ねても輝き続ける秘密』

〜あなたと私の素敵な人生のために〜
講師︓ＩＫＫＯさん（美容家・タレント）7月26日開催 会場︓更埴文化会館

※既に応募は終了しました

上
山
田
出
身
。
平
成
２
年
に
更
埴
市
役

所
に
保
健
師
と
し
て
入
庁
し
た
。
保
健
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
そ
の
後
も
平
成
30
年

ま
で
同
セ
ン
タ
ー
で
検
診
後
の
保
健
指
導

や
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
業
務
に
当
た
っ

た
。
令
和
元
年
に
高
齢
福
祉
課
に
異
動

し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
。

翌
年
に
人
権
男
女
共
同
参
画
課
長
、
令
和

３
年
か
ら
こ
ど
も
未
来
課
課
長
。
人
権
男

女
共
同
参
画
課
の
時
は
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ

禍
で
、
差
別
や
偏
見
な
ど
の
防
止
を
呼
び

か
け
る
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
や
啓
発
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
集
会
な
ど

も
規
制
が
か
か
り
「
迷
っ
た
が
全
部
を
無

く
し
た
く
は
な
か
っ
た
」
と
出
来
る
限
り

の
対
応
を
取
っ
て
い
た
と
振
り
返
る
。

こ
ど
も
未
来
課
の
相
談
窓
口
で
は
虐
待

防
止
や
子
育
て
に
関
わ
る
悩
み
な
ど
に
つ

い
て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
千
曲
市
で

は
昨
年
度
「
千
曲
市
こ
ど
も
計
画
」
を
策

定
し
、
今
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で
が
計
画

期
間
。
基
本
理
念
を
「
す
べ
て
の
こ
ど
も

が
の
び
の
び
育
つ

こ
ど
も
と
と
も
に
み

ん
な
で
育
つ
」
と
定
め
た
。
「
す
べ
て
の

子
育
て
世
代
が
に
こ
に
こ
と
暮
ら
せ
る
千

曲
市
を
目
指
し
た
い
。
お
母
さ
ん
が
い
ま

山
﨑
陽
子
部
長

新
部
長
に
訊
く

第
３
回

山
﨑
こ
ど
も
未
来
担
当
部
長

を
大
切
に
楽
し

く
暮
ら
し
て
ほ

し
い
と
い
う
の

が
一
番
」
と
語

る
山
﨑
部
長
。

市
で
今
年
度
作

成
し
た
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
子
育
て
応
援

ア
プ
リ
の
活
用

も
呼
び
か
け
て

い
る
。

７月は「社会を明るくする運動（社
明運動）」の強化月間・再発防止啓発
月間に当たる。これは全ての国民が犯
罪や非行の防止と、犯罪や非行をした
人の更生について理解を深め、安全で
安心な地域社会を築くための全国的な
運動で、法務省が提唱している。
１日には午前７時からしなの鉄道の

屋代高校前、屋代、千曲、戸倉、坂
城、テクノさかきの各駅前で街頭啓発
が行われる。この
ほかにもポスター
の掲出、新聞やテ
レビ・ラジオでの
広報活動などさま
ざまな催しが行わ
れる予定だ。

第７５回社会を明るくする運動
（社明運動）がスタート

し ゃ め い



☆
も
っ
と
地
域
の
図
書
館
を
利
用
し
よ
う

千
曲
市
立
の
図
書
館
は
大
き
く
３
つ
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
戸
倉
図
書
館
（
戸
倉
２

３
０
５‐

１
）。
千
曲
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
と
、
同
図
書
館
は
「
生
涯
学
習

の
中
核
的
施
設
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

図
書
館
運
営
を
目
指
し
、
併
せ
て
芸
術
・

文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
及
び

多
目
的
ホ
ー
ル
を
一
体
化
し
た
複
合
施
設
。

併
設
の
戸
倉
創
造
館
の
情
報
学
習
室
を
開

放
し
て
い
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

戸
倉
図
書
館
は
独
自
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
も
、
大
人
の
「
折
り
紙
教
室
」
を
開
い

た
ほ
か
、
各
月
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て

い
る
。
６
月
は
「
お
は
な
し
会
」
を
７
日
、

21
日
の
土
曜
日
に
開
い
た
。
各
図
書
館
の

イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、「
新
着
お
す
す
め
本
」

「
カ
レ
ン
ダ
ー
」
は
、
市
報
千
曲
の
「
と

し
ょ
か
ん
通
信
」
に
毎
月
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
６
月
の
新
着
お
す
す
め

本
は
、
戸
倉
は
「
片
翼
の
イ
カ
ロ
ス
」

（
著
者
は
野
島
夕
照
、
光
文
社
）
な
ど
２

冊
、
上
山
田
公
民
館
の
図
書
室
か
ら
は

「
籠
城
忍

小
田
原
の
陣
」（
著
者
は
矢
野

隆
、
講
談
社
）
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
２
冊
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

本
を
読
む
機
会
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園

の
こ
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。
外
で
遊

ぶ
よ
り
も
最
近
は
、
小
学
生
か
ら
ゲ
ー
ム

に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
絵
本
の
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

や
、
ア
ニ
メ
の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」「
ド

ラ
え
も
ん
」
に
も
夢
中
に
な
っ
た
時
が
あ
っ

た
と
思
う
。
本
を
読
む
こ
と
も
い
ろ
い
ろ

な
「
き
っ
か
け
」
が
あ
る
だ
ろ
う
。
子
供

や
若
者
に
は
、「
読
む
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ

れ
の
未
来
へ
の
扉
を
ひ
ら
く
こ
と
に
つ
な

が
る
。「
シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
伝
」
や
「
野

口
英
世
」
の
伝
記
を
読
ん
で
医
者
を
目
ざ

し
た
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
記
者
も
そ
う
し

た
若
者
を
知
っ
て
い
る
。

☆
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
を
読
ん
で

医
師
に
な
っ
た

「
こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
漫
画

を
読
ん
で
、
僕
は
医
者
を
目
指
す
と
決
め

た
」。
大
学
受
験
の
浪
人
生
の
こ
ろ
予
備

校
の
寮
の
食
堂
で
彼
は
こ
う
言
っ
た
。
50

年
も
前
の
こ
と
だ
。「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の

作
者
と
し
て
知
ら
れ
た
手
塚
治
虫
は
当
時
、

漫
画
雑
誌
の
『
週
刊
少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』

（
秋
田
書
店
）
に
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ

ク
」（b

la
ck
ja
ck

）
を
連
載
。
医
療

漫
画
で
天
才
的
外
科
医
だ
が
医
師
免
許
を

持
た
な
い
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

こ
と
、
間
黒
男
（
は
ざ
ま
く
ろ
お
）
の

活
躍
を
描
い
た
。
週
刊
少
年
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
１
９
７
３
年
11
月
19
日
号

か
ら
１
９
７
８
年
９
月
18
日
号
に
か
け

て
連
載
さ
れ
た
。
予
備
校
の
寮
で
は
、
金

曜
発
売
の
同
誌
を
多
く
の
部
屋
ご
と
に
当

番
制
で
購
入
し
て
、
回
し
読
み
し
て
い
た
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」
は
手
塚
治
虫

の
中
期
の
名
作
と
し
て
今
日
も
高
い
評
価

を
誇
っ
て
い
る
。

当
時
、
少
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
「
ド

カ
ベ
ン
」「
が
き
デ
カ
」「
マ
カ
ロ
ニ
ほ
う

れ
ん
荘
」
と
人
気
漫
画
が
連
載
さ
れ
て
い

た
。
医
学
部
を
目
指
し
た
彼
は
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
の
単
行
本
３
冊
を
抱
え
て
、
大

学
受
験
。
関
西
の
国
立
大
医
学
部
に
合
格

し
た
。
そ
の
後
会
っ
て
い
な
い
が
、
今
も

医
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

そ
れ
を
見
て
い
た
「
ど
文
系
」
だ
っ
た

私
は
、
こ
う
し
て
記
事
を
書
い
て
い
る
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
に
な
っ
た
「
Ｄ

ｒ
.
コ
ト
ー
診
療
所
」
も
原
作
は
小
学
館

発
行
の
漫
画
、
コ
ミ
ッ
ク
だ
。
離
島
で
奮

闘
す
る
外
科
医
、
五
島
健
助
が
主
人
公
。

吉
岡
秀
隆
が
演
じ
た
が
、
原
作
の
コ
ミ
ッ

ク
を
読
む
よ
り
も
ド
ラ
マ
を
見
て
、
無
医

村
の
医
師
を
志
し
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
、
医
師
に
限
ら
ず
、
看
護
師
を
は
じ

め
、
栄
養
士
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
「
な
り

た
い
」
職
業
が
、「
よ
む
こ
と
」
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
。

大
人
に
な
っ
た
ら
、
本
を
読
む
こ
と
が

減
っ
た
と
い
う
方
は
、
歴
史
小
説
で
も
推

理
小
説
で
も
、
恋
愛
小
説
で
も
ち
ょ
っ
と

好
き
な
分
野
の
本
を
、
図
書
館
や
書
店
で

手
に
取
っ
て
み
る
と
い
い
。「
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
面
白
い
こ
と
」
が
広
が
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
近

く
の
図
書
館
に
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
と
思

う
。

（
本
紙
特
任
記
者

中
澤
幸
彦
）

令和７年(２０２５年) ７月１日発行 第６６号４面 【特別紙面】

特
集
１

千
曲
市
の
図
書
館
②

■
第
４
面
の
特
集
「
千
曲
市
の
図
書
館

①
」
の
記
事
中
で
「
第
四
次
千
曲
市
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
つ
い
て

触
れ
ま
し
た
が
、
同
計
画
は
既
に
令
和

７
年
４
月
に
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

４
月
９
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
（
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
て
ご
覧
く

だ
さ
い
）
。

ま
た
、
同
記
事
に
あ
る
７
月
26
日
に

開
催
さ
れ
る
「
第
20
回
人
権
を
守
る
市

民
集
会
」
の
記
念
講
演
会
（
既
に
応
募

終
了
）
で
す
が
、
講
演
を
行
う
Ｉ
Ｋ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
の
書
籍
、
雑
誌
に
つ
い
て
は
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
と
生
涯
学
習
課

の
連
携
に
よ
り
更
埴
図
書
館
、
戸
倉
図

書
館
、
更
埴
西
図
書
館
の
３
図
書
館
に

５
月
よ
り
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
記
事
中
に
一
部
誤
解
を

招
く
記
述
が
あ
っ
た
の
で
訂
正
い
た
し

ま
す
。

６
月
号
特
集
記
事
の
訂
正

特
設
コ
ー
ナ
ー
（
更
埴
図
書
館
）

◆
読
む
こ
と
は
「
未
来
へ
の
扉
」
を
開
く

戸
倉
図
書
館

千曲市内で漫画本の閲覧が出来るのは更埴図書館等のほかに
「ふる里漫画館」がある。平成２年（１９９０）に旧稲荷山町
役場の庁舎を改装して開館。稲荷山出身の政治風刺漫画家・
近藤日出造の作品・資料約４０００点を常設展示している。
最新のコミックも含め漫画本の収蔵数は８０８２冊を数える。
入館料一般３００円、高校生１５０円、中学生以下無料（月曜日休館）。

ふる里漫画館（千曲市稲荷山2181-1）



■
跡
地
の
譲
渡
先
は
検
討
中

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
で
家
庭
に
親
し
ま
れ
て
い
る
デ
ル
モ
ン

テ
。
千
曲
市
の
国
道
18
号
線
・
杭
瀬
下

交
差
点
か
ら
北
へ
す
ぐ
に
あ
る
日
本
デ
ル

モ
ン
テ
長
野
工
場
は
、
こ
の
６
月
末
で
操

業
を
終
え
た
。
生
産
は
１
９
６
１
年
（
昭

和
36
年
）
に
始
ま
っ
た
。
64
年
の
時
が

過
ぎ
た
。
当
時
を
知
る
地
元
の
住
民
の
話

に
よ
る
と
、「
デ
ル
モ
ン
テ
は
後
に
つ
い

た
名
前
だ
ね
。
当
時
は
キ
ッ
コ
ー
食
品
と

呼
ん
で
い
た
よ
」。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
。

９
月
に
は
そ
の
役
割
を
完
全
に
終
え
る
。

地
域
の
関
心
は
、
そ
の
跡
地
は
ど
う
な
る

か
に
集
ま
っ
て
い
る
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
の

関
係
者
に
よ
る
と
、
長
野
工
場
の
土
地
と

建
物
、
設
備
の
所
有
権
は
親
会
社
の
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
食
品
が
持
ち
、
現
在
取
引
が
あ

る
不
動
産
会
社
が
譲
渡
先
を
探
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

複
数
の
と
こ
ろ
か
ら
申
し
込
み
が
あ
る

も
の
の
、
現
在
（
６
月
21
日
時
点
）
は
、

譲
渡
先
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
と
い
う
。

建
物
や
設
備
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
新
た

な
所
有
者
が
決
め
る
よ
う
だ
。
地
元
で
採

用
さ
れ
た
従
業
員
数
十
人
の
大
半
は
８
月

末
ま
で
に
次
の
就
職
先
が
決
ま
る
予
定
だ
。

５
年
間
に
わ
た
り
日
本
デ
ル
モ
ン
テ
の

社
長
を
務
め
た
小
塚
太
さ
ん
は
６
月
の
株

主
総
会
後
に
退
任
し
た
。

■
地
元
に
感
謝
の
意

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
は
千
曲
市
の
小
学
校
、

中
学
校
に
通
う
児
童
と
生
徒
の
全
員
に
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
と
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

そ
れ
ぞ
れ
１
本
ず
つ
贈
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
地
域
に
お
世
話
に
な
っ
た
感
謝

の
気
持
ち
と
し
て
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
。
７

月
20
日
頃
か
ら
始
ま
る
夏
休
み
前
に
、

教
職
員
に
も
併
せ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
。
千
曲
市
に
は
、
地
元
に
役
立
て
て

と
百
万
円
を
寄
付
す
る
。

地
元
で
長
年
に
わ
た
っ
て
操
業
し
て
き

た
有
力
企
業
が
引
く
の
は
な
ん
と
も
寂
し

い
も
の
だ
。（

本
紙
特
任
記
者

中
澤
幸
彦
）

令和７年(２０２５年) ７月１日発行 第６６号５面 【特別紙面】

特
集
２

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
長
野
工
場

◆
６
月
末
に
操
業
終
了
・
60
年
の
歴
史
に
幕

９
月
末
で
閉
じ
る
日
本
デ
ル
モ
ン
テ

長
野
工
場

敷
地
は
千
曲
市
屋
代
、
杭
瀬
下
な
ど

に
あ
る

（
２
０
２
５
年
６
月
２
３
日
撮
影
）

千
曲
市
の
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
「
ポ
リ
ネ

コ
！
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
」
を
活
用
し
て
、
屋
代

中
学
校
の
生
徒
が
市
長
と
教
育
長
に
学
校
生
活

に
関
わ
る
提
案
を
行
っ
た
。
屋
代
中
で
は
昨
年

制
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
基
本
法
」
を
学
ぶ
な
か

で
、
様
々
な
意
見
が
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
１
年
前
か
ら

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
教
師
や
ポ
リ
ネ
コ

運
営
会
社
・
ハ
ン
マ
ー
バ
ー
ド
の
岩
田
崇
さ
ん

の
協
力
を
得
な
が
ら
意
見
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

代
表
の
生
徒
た
ち
は
６
月
18
日
に
市
役
所
を

訪
問
し
、
小
川
市
長
と
小
松
教
育
長
に
面
会
。

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

屋
代
中
か
ら
出
さ
れ
た
の
は
「
校
内
へ
の
自
動

販
売
機
の
設
置
」
「
体
育
の
後
な
ど
の
移
動
授

業
で
の
ジ
ャ
ー
ジ
着
用
の
許
可
」
「
必
要
に
応

じ
校
則
を
生
徒
た
ち
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
改
正
し
た
い
」
と
い
う
３
件
の
提
案
。
３
年

生
の
澤
田
知
也
く
ん
、
田
中
大
賀
く
ん
、
髙
木

た
い
が

結
衣
さ
ん
は
し
っ
か
り
と
自
分
た
ち
の
言
葉
で

理
由
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
発
言
。
学
校
側
か

ら
出
さ
れ
た
懸
念
事
項
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

対
応
策
の
説
明
を
行
っ
た
。
澤
田
く
ん
は
自
販

機
の
設
置
に
つ
い
て
熱
中
症
対
策
や
災
害
時
の

避
難
所
で
の
活
用
な
ど
の
利
点
を
挙
げ
た
ほ

か
、
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
推
進
費
の
活
用
な

ど
費
用
面
で
の
具
体
策
も
示
し
た
。
髙
木
さ
ん

は
ポ
リ
ネ
コ
の
な
か
に
中
学
校
専
用
ペ
ー
ジ
を

設
け
る
こ
と
も
要
望
し
た
。
現
在
千
曲
市
で
は

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
、
子
ど

も
の
声
に
応
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
小
川
市
長
は
「
ま
ず
屋
代
中
を
モ
デ
ル
に

や
っ
て
み
て
、
他
の
中
学
校
に
広
げ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」
と
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
。提案を行った生徒と市長・教育長の記念写真

ポ
リ
ネ
コ
！
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ

中
学
生
が
市
長
と
教
育
長
に
提
案

そ
ば
製
造
老
舗
の
滝
沢
食
品
株
式
会

（
屋
代
）
が
私
募
債
発
行
の
仕
組
み
を
利

用
し
て
、
千
曲
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
金
10
万
円
を
贈
呈
し
た
。
６
月
２
日
、

千
曲
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
贈

呈
式
が
行
わ
れ
、
同
社
の
滝
沢
秀
治
社
長

か
ら
千
曲
市
社
協
の
島
谷
守
会
長
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
八
十

二
銀
行
の
「
地
方
創
生
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援

私
募
債
」
に
よ
る
も
の
。
私
募
債
の
発
行

に
際
し
、
銀
行
側
が
引
受
手
数
料
の
一
部

を
割
引
し
、
そ
の
割
引
分
で
公
共
団
体
等

に
寄
付
や
物
品
の
寄
贈
な
ど
を
行
う
。
贈

呈
式
に
は
八
十
二
銀
行
屋
代
支
店
・
稲
荷

山
支
店
の
徳
永
克
彦
支
店
長
ら
も
立
ち

会
っ
た
。
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お

お
滝
沢
社
長
に
よ
る
と
同
社
が
同
様
の
取

り
組
み
で
寄
贈
を
行
う
の
は
２
回
目
で
、

５
年
前
に
は
あ
か
ね
北
保
育
園
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
贈
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
社
会
福
祉
協
議
会
様
は
地
域
福
祉
の
推

進
役
と
し
て
色
々
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と
い
う
こ

と
で
選
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
（
滝
沢
社

贈呈式の様子

滝
沢
食
品

千
曲
市
社
会
福
証
議
会
に
贈
呈

八
十
二
銀
行
「
地
方
創
生
・Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援
私
募
債
」

【選挙期日】令和７年７月３日公示 ７月２０日投開票
千曲市では市内全ての投票所の投票時間を短縮し、午前７時から午後７時までとした（一部の投票所は

午後６時まで）。一方、坂城町では投票時間は午前８時30分から午後８時までとなっている。

第27回参議院議員通常選挙

日
本
デ
ル
モ
ン
テ
の
「
さ
よ
な
ら
」
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
缶

長
）
」
。
同
社
で
は
今
回
の
私
募
債
を
利

用
し
て
、
本
社
工
場
と
倉
科
工
場
の
生
産

効
率
を
高
め
て
い
く
と
の
こ
と
だ
。

６
月
21
日
、
信
州
の
幸
あ
ん
ず
ホ
ー

ル
で
千
曲
中
央
病
院
主
催
の
「
第
13
回

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座
」
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
は
“
元
気
は
、
最
大
の
防

御
で
す
”
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。
千
曲
中
央
病
院
か
ら
は
救

急
科
の
岡
田
宗
一
郎
医
師
が
「
幸
せ
な

人
生
」
と
題
し
、
も
し
も
の
時
に
備
え

て
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ

ア
を
望
む
の
か
を
予
め
家
族
に
伝
え
て

お
く
「
人
生
会
議
」
の
必
要
性
を
説
明

し
た
。
同
じ
く
形
成
外
科
の
宮
澤
美
昴

み

ほ

医
師
は
身
体
表
面
の
傷
や
変
形
な
ど
の

改
善
を
行
う
形
成
外
科
医
療
に
つ
い
て

実
例
を
解
説
し
、
同
病
院
で
の
診
療
内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

特
別
講
演
で
は
人
気
ア
イ
ド
ル
グ

ル
ー
プ
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
元
メ
ン

バ
ー
、
山
口
達
也
さ
ん
が
自
身
が
苦
し

ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

語
っ
た
。
山
口
さ
ん
は
５
年
前
に
自
ら

が
依
存
症
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
病
院
や
自
助
会
に
助

け
を
求
め
た
。
ア
イ
ド
ル
時
代
は
酒
が

強
い
こ
と
が
誇
ら
し
か
っ
た
が
、
飲
酒

で
の
ミ
ス
も
ネ
タ
に
す
る
“
負
の
成
功

体
験
”
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
自
宅
で
一
人
飲
み
を
す
る
よ
う

に
な
る
と
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
り
、

意
識
が
飛
ん
だ
ま
ま
飲
酒
を
続
け
て
い

た
こ
と
を
明
か
し
た
。
当
時
を
「
完
全

に
心
が
壊
れ
て
い
た
」
と
表
し
、
自
分

の
事
を
大
切
に
で
き
て
い
な
か
っ
た
と

振
り
返
っ
た
。
現
在
も
依
存
症
と
闘
い

続
け
て
い
る
山
口
さ
ん
。
「
変
え
ら
れ

な
い
の
は
過
去
や
他
人
。
し
か
し
自
分

や
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」
と
し
て
「
駄

目
な
こ
と
は
失
敗
す
る
こ
と
で
は
な
く

人
生
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
。
『
完

成
』
で
は
な
く
『
成
長
』
を
目
指
す
」

と
訴
え
か
け
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
実

体
験
を
語
っ
て
い
て
、
と
て
も
リ
ア
ル

で
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

千
曲
中
央
病
院
創
立
80
周
年

記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

第
13

回

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座

山
口
達
也
さ
ん

宮澤美昴医師 岡田宗一郎医師



令和７年(２０２５年) ７月１日発行 第６６号６面 【学校】

千曲坂城クラブ １８専門部紹介

「
Ｈ
Ｓ
Ｃ
歴
史
・
科
学
ク
ラ
ブ
」
は
、
歴
史

の
宝
庫
、
更
級
・
埴
科
の
地
で
古
墳
等
、
歴
史

の
学
び
を
深
め
た
り
、
科
学
の
目
で
自
然
か
ら

直
接
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
場
所

は
、
科
野
の
里
歴
史
公
園
。
そ
の
公
園
内
に
あ

る
森
将
軍
塚
古
墳
館
が
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
で
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
勾
玉
や
ガ
ラ
ス
管

玉
づ
く
り
、
火
お
こ
し
、
古
代
イ
ネ
の
リ
ー

ス
・
し
め
縄
づ
く
り
等
、
様
々
な
モ
ノ
づ
く
り

体
験
を
通
し
て
古
代
の
人
々
の
く
ら
し
に
思
い

を
め
ぐ
ら
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
古
墳
の
草
と

り
に
参
加
し
た
り
、
古
代
田
ん
ぼ
の
田
植
え
の

準
備
を
し
た
り
、
お
田
植
え
ま
つ
り
に
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
参
加
し
た
り
と
大
人
と
協
働
す
る
活

動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

特
に
森
将
軍
塚
ま
つ
り
で
は
、
古
代
ム
ラ
に

「
古
代
イ
ネ
の
リ
ー
ス
を
使
っ
た
輪
投
げ
（
有

料
体
験
ゲ
ー
ム
）
」
を
単
独
で
出
店
し
ま
し

た
。
道
具
づ
く
り
、
ル
ー
ル
づ
く
り
、
景
品
づ

く
り
（
埴
輪
ボ
ト
ル
や
古
墳
の
基
盤
で
あ
る
黒

色
泥
岩
を
採
取
し
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
、
歴
史
公
園

で
の
イ
ベ
ン
ト
に
プ
レ
出
店
、
３
か
月
間
準
備

を
し
ま
し
た
。
当
日
は
行
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ

り
で
、
約
３
０
０
人
を
メ
ン
バ
ー
が
必
死
で
接

客
し
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
ゲ
ー
ム
に
表
現

し
て
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、

お
金
を
稼
ぐ
と
い
う
経
済
活
動
の
楽
し
さ
を
追

究
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｈ
Ｓ
Ｃ
は
、
多
く
の
体
験
で
自

分
た
ち
の
中
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
た
ま
っ
た

感
動
を
、
自
分
た
ち
な
り
の
方
法
で
、
ま
わ
り

の
人
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
喜
ん
で
も
ら
う
学

び
を
益
々
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

歴史科学専門部HSC（History Science Club）

「千曲坂城クラブ」ＶＯＬ⑯

６
月
２
日
か
ら
２
日
間
、
屋
代
中
学
校
で
は
２
年

生
が
各
地
で
様
々
な
仕
事
に
参
加
す
る
職
場
体
験
学

習
を
行
っ
た
。
生
徒
ら
は
自
分
た
ち
が
希
望
す
る
職

業
を
選
択
。
市
内
を
中
心
に
お
よ
そ
40
か
所
で
実
際
の

仕
事
を
体
験
し
た
。
テ
レ
ビ
局
の
仕
事
に
興
味
が

あ
っ
た
と
い
う
北
澤
和
眞
く
ん
と
藤
倉
優
唯
さ
ん
は

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
千
曲
で
実
際
の
取
材
現
場
に
参

加
。
カ
メ
ラ
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
挑
戦
し
た
。

公
民
館
の
業
務
を
体
験
し
た
中
島
架
く
ん
は
戸
倉

か
け
る

創
造
館
で
講
座
の
開
講
式
の
進
行
を
手
伝
っ
た
。
ま

た
、
更
埴
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
の
利

用
者
と
一
緒
に
体
操
を
す
る
な
ど
交
流
し
た
半
田
理

恵
さ
ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
可
愛
ら
し
か
っ

た
。
と
て
も
良
い
経
験
が
出
来
ま
し
た
」
と
話
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

屋
代
南
高
校
の
第
64
回
桜
苑
祭
が
６
月

お
う
え
ん
さ
い

12
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般

公
開
日
の
14
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
笑
顔
満
祭
～
咲
か
せ
よ
う
笑
顔
の
花

～
」
。
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
思
い

出
に
残
る
桜
苑
祭
に
し
た
い
、
た
く
さ
ん

の
人
が
桜
苑
祭
に
来
て
笑
顔
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
。

展
示
企
画
で
は
各
ク
ラ
ブ
が
活
動
の
成

果
を
発
表
し
た
ほ
か
、
ク
ラ
ス
の
展
示
で

１
学
年
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
脱
出
ゲ
ー
ム
な

ど
流
行
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
し
た

ほ
か
、
２
年
生
は
修
学
旅
行
で
訪
れ
る
大

阪
と
広
島
を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
研
究
や
原
爆
ド
ー
ム

の
大
型
模
型
の
展
示
な
ど
を
行
っ
た
。
３

年
生
の
模
擬
店
の
販
売
に
は
行
列
が
で
き

て
い
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
は

授
業
で
制
作
し
た
作
品
展
示
の
ほ
か
、

フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
焼
き
菓
子
や

ビ
ビ
ン
バ
は
大
人
気
で
完
売
し
て
い
た
。

屋
代
南
高
校

第
64
回
桜
苑
祭

「
笑
顔
満
祭
～
咲
か
せ
よ
う
笑
顔
の
花
～
」

（写真上）一般公開日の様子
（写真下）講堂のステージ発表
ライフデザイン科の浴衣ショー

「錦上添花」 職場体験に参加した屋代中学校の２年生たち

職
場
体
験
学
習

屋
代
中
学
校
２
年
生

（
写
真
右
）
古
代
イ
ネ
苗
取
り

（
下
段
右
）
ハ
ニ
ワ
づ
く
り
・
古
墳
ｄ
ｅ
草
取
り

（
下
段
中
）
ガ
ラ
ス
管
玉
・
勾
玉
づ
く
り

（
下
段
左
）
古
代
イ
ネ
リ
ー
ス
・
森
将
軍
塚
ま
つ
り

〒387-0013
千曲市小島3098-12
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販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト
①

戸
倉
上
山
田
温
泉
観
光
協
会
・

旅
館
組
合
で
は
旅
館
組
合
青
年
部

企
画
委
員
会
で
観
光
資
源
の
開

拓
・
開
発
・
再
発
見
を
し
た
。

考
案
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
、

牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
詣
り
、
あ

じ
さ
い
寺
を
つ
く
ろ
う
、
い
い
色

撮
ろ
う
（
撮
影
会
・
コ
ン
テ
ス

ト
）
、
粋
人
楽
宴
（
プ
レ
イ
ボ
ー

イ
ガ
ク
エ
ン
）
、
秋
の
七
草
寺
、

じ
ゃ
ん
け
ん
王
国
、
千
曲
川
で
魚

の
つ
か
み
取
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

川
中
島
合
戦
等
々
。
実
現
で
き
な

か
っ
た
企
画
で
は
八
十
八
ヶ
湯
巡

り
。
宿
泊
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば

各
旅
館
の
お
風
呂
に
あ
ち
こ
ち
入

れ
る
企
画
で
、
事
前
に
警
察
や
保

健
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
行
っ

た
。
し
か
し
「
旅
館
内
に
不
特
定

多
数
が
入
館
す
る
こ
と
」
「
公
衆

浴
場
法
に
抵
触
す
る
」
等
の
理
由

で
不
可
能
に
な
っ
た
。

県
の
旅
館
組
合
青
年
部
で
報
告

を
し
た
と
こ
ろ
、
山
ノ
内
温
泉
で

そ
の
ア
イ
デ
ア
を
外
湯
で
実
現
し

た
。
後
年
熊
本
県
黒
川
温
泉
に
視

察
に
行
っ
た
お
り
、
「
人
気
の
湯

巡
り
手
形
の
ア
イ
デ
ア
は
？
」
と

尋
ね
る
と
「
山
ノ
内
温
泉
」
と
の

答
え
。
本
家
の
ア
イ
デ
ア
は
我
々

だ
っ
た
と
悔
し
い
思
い
を
し
た
。

黒
川
温
泉
の
実
行
力
と
そ
れ
ぞ
れ

の
旅
館
の
協
力
体
制
に
は
敬
服
す

る
。現

在
は
公
衆
浴
場
と
連
携
し

「
七
福
神
外
湯
め
ぐ
り
」
と
し
て

形
を
変
え
定
着
し
て
い
る
。

牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺
詣
り
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
み
を
含
め
２
０

２
３
年
ま
で
42
年
間
続
い
た
が
、

商
工
会
青
年
部
や
旅
館
組
合
青
年

部
の
部
員
減
少
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ

不
足
と
な
り
中
止
さ
れ
て
い
る
。

東
京
の
旅
行
会
社
に
議
会
議

員
・
観
光
協
会
役
員
の
観
光
宣
伝

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
問
持
参
し
た

ピ
ン
ク
牛
の
ポ
ス
タ
ー
は
強
烈

だ
っ
た
。

宣
伝
イ
ベ
ン
ト
で
は
有
楽
町
駅

頭
で
活
動
家
・
赤
尾
敏
さ
ん
の
演

説
の
後
、
牛
を
引
き
連
れ
て
登

場
。
じ
ゃ
ん
け
ん
王
国
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
で
観
客
方
と
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
を
し
た
。

「
上
山
田
温
泉
物
語
」
第
１
４
回

５
月
28
日
、
更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
７
年
度
定
時
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
議
事
の
前
に
優
良
会
員
表
彰

が
行
わ
れ
、
更
埴
地
区
、
戸
倉
上
山
田
地

区
、
坂
城
地
区
か
ら
計
32
人
が
表
彰
を
受

け
、
出
席
し
た
10
人
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
た
。
表
彰
者
を
代
表
し
て
小

林
初
さ
ん
（
坂
城
地
区
）
が
謝
辞
で
「
こ

は
じ
め

の
間
仕
事
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
に

出
会
え
た
こ
と
や
、
健
康
で
張
り
合
い
を

持
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
令
和
６
年
度
事
業
報
告
と
決
算

の
承
認
、
同
年
度
収
入
支
出
補
正
予
算
と

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
収
入
支
出
予

算
案
の
報
告
が
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
昨
年
度
、
請
負
就
業
か
ら
派
遣
事
業
へ

の
移
行
を
進
め
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
契

約
額
全
体
で
は
前
年
度
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
ま
た
、
会
員
数
も
年
度
末
で
７

４
３
人
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
も
11
人
増

加
し
て
い
る
。

会員表彰の様子
（５月28日 更埴文化会館）

更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
定
時
総
会

６
月
14
日
、
千
曲
川
の
御
堂
川
合
流
地
点
（
坂
城
町

四
ツ
屋
）
で
、
千
曲
川
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
今
年
は
坂
城
町
内
の
小
中
学
生
13
人
が
参
加

し
、
安
全
の
た
め
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

保
護
者
ら
と
共
に
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
に
挑
ん
だ
。

主
催
し
た
更
埴
漁
業
協
同
組
合
は
町
の
支
援
を
受

け
、
ア
ユ
な
ど
在
来
種
の
生
育
環
境
を
整
え
、
釣
り

客
で
に
ぎ
わ
う
恵
み
豊
か
な
千
曲
川
に
す
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
日
も
事
前
に
下
草
刈
り

を
行
い
、
入
場
口
に
案
内
板
を
立
て
る
な
ど
し
て
会

場
を
準
備
し
た
。
午
前
８
時
半
に
明
科
の
信
州
紅
鱒

養
殖
漁
業
協
同
組
合
か
ら
ニ
ジ
マ
ス
90
ｋ
ｇ
、
お
よ
そ

４
０
０
～
５
０
０
匹
が
到
着
。
開
会
式
に
続
き
、
曇

り
空
の
な
か
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
昨
年
は
高
温

で
ニ
ジ
マ
ス
の
動
き
も
鈍
か
っ
た
た
め
、
今
年
は
釣

り
に
は
好
条
件
の
気
温
だ
っ
た
が
、
次
第
に
雨
が
パ

ラ
つ
き
始
め
る
天
候
に
。
そ
れ
で
も
昨
年
も
参
加
し

た
小
学
生
は
大
会
関
係
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
次
々
と
大
物
を
釣
り
上
げ
て
い
っ
た
。

終
了
後
に
は
河
川
清
掃
を
行
い
、
表
彰
式
で
優
勝

か
ら
３
位
の
児
童
に
図
書
券
が
、
敢
闘
賞
の
子
ど
も

に
は
グ
ッ
ズ
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
釣
れ
な
か
っ
た

子
ど
も
に
も
２
匹
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
同
漁

協
の
久
保
組
合
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
は
釣
れ
た
時

の
喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
た
い
」
と
語
っ
た
。

千
曲
川
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会

ニジマス釣り大会（御堂川合流地点）

坂
城
町
の
小
中
学
校
の
給
食
で
特
別
メ
ニ
ュ
ー

坂
城
町
食
育
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
６
月
、
特
別
献
立
の
学
校
給
食
を
提
供

し
た
。
３
日
は
さ
か
き
千
曲
川
バ
ラ
公
園

で
開
催
中
の
ば
ら
祭
り
に
ち
な
ん
だ
メ

ニ
ュ
ー
。
坂
城
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ズ

「
さ
か
き
の
輝
」
色
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
和
え

か
が
や
き

あ

や
、
ね
ず
こ
ん
の
野
菜
ス
ー
プ
の
ほ
か
、

坂
城
中
学
校
美
術
部
の
生
徒
ら
が
描
い
た

イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
が
並
ん
だ
。
ば
ら
祭
り
特
別
献
立

の
企
画
は
今
年
で
２
回
目
。

ま
た
、
長
野
県
が
舞
台
と
な
っ
た
人
気

ア
ニ
メ
映
画
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
が
現
在

大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
13

日
に
は
「
名
探
偵
ラ
ン
チ
」
を
考
案
。
メ

ニ
ュ
ー
は
国
立
天
文
台
野
辺
山
が
映
画
の

舞
台
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
野
辺
山
高
原
で

育
っ
た
高
原
野
菜
サ
ラ
ダ
、
雪
山
が
登
場

し
た
佐
久
市
名
産
の
鯉
の
唐
揚
げ
、
さ
ら

コ
イ

に
野
菜
ス
ー
プ
の
な
か
に
は
天
文
台
に
ち

な
ん
で
星
形
に
カ
ッ
ト
し
た
黄
色
い
カ
ブ

が
一
ク
ラ
ス
に
一
つ
だ
け
入
れ
ら
れ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
の
詳
細
は
当
日
ま
で
秘
密
と

さ
れ
、
給
食
の
前
に
給
食
委
員
か
ら
説
明

が
さ
れ
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
坂
城

中
の
生
徒
も
「
お
い
し
い
し
楽
し
く
て
良

い
な
と
思
っ
た
」
と
か
、
鯉
の
唐
揚
げ
を

初
め
て
食
べ
た
と
い
う
生
徒
は
「
肉
の
よ

う
で
魚
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
一
番
お
い

し
か
っ
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

な
お
、
星
形
の
カ
ブ
が
当
た
っ
た
生
徒

は
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
感
想
文
を
書
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
後
日
給
食
の
「
お
代
わ

り
優
先
チ
ケ
ッ
ト
」
が
贈
ら
れ
た
。「名探偵ランチ」給食の様子

（６月13日 坂城中学校）

（
右
上
）
企
画
情
報

１
９
８
３

（
左
上
）
企
画
情
報

１
９
８
７

（
右
下
）
企
画
情
報

１
９
９
３

【子犬の里親募集】 斑尾高原絵本美術館
当美術館の看板犬として人気のラブラドール犬に可愛

い子犬が生まれました。母親は大変人懐っこく優しい性
格で、とても頭の良い犬です。大型犬ですが室内飼いに
も適し、子どもさんにとっても良い遊び相手になりま
す。毛色ブラックの男の子と女の子、イエローの女の子
が生まれています。現在、里親さんを募集中（先着順で
決めさせて頂きます）。ご希望の方は下記まで。
☎FAX 0269-64-2807 mail takasawa.fujiko＠gmail.com
〒389-2257 飯山市斑尾高原11492-224 高澤富士子

みみより情報
ちくま未来新聞では新たに（一社）ちくま未来戦略研究機構の活動趣旨

に沿った内容に限定して、イベントや募集などの案内について掲載する
「みみより情報」のコーナーを開始しました（有料）。告知したいイベン
トや、お知らせなどがありましたら、お気軽にお問い合わせください。
〔お問い合わせ〕FAX 026-214-7905 ｍａｉｌ info@ckm-mirai.org
〔料金〕１行／１６文字につき５００円・税込（※長文は応相談）
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お
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲
は
読

み
終
え
た
本
の
売
却
代
金
を
犯
罪
被

害
者
支
援
活
動
に
充
て
る
活
動
「
ホ

ン
デ
リ
ン
グ
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
６
月
18
日
に
中
村
ふ
さ
子
会
長

ら
５
人
は
会
員
の
協
力
で
集
ま
っ
た

書
籍
や
マ
ン
ガ
な
ど
合
計
１
９
５
４

冊
を
千
曲
警
察
署
に
寄
贈
し
た
。
同

団
体
の
こ
の
取
り
組
み
は
今
回
で
５

回
目
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
図
書
の
売

却
益
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
資
金
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
千
曲
署
の

武
田
署
長
と
面
会
し
た
中
村
会
長
は

「
犯
罪
の
被
害
者
の
方
を
ご
支
援
で

き
れ
ば
嬉
し
い
。
こ
の
本
が
お
役
に

立
て
ば
」
と
話
し
た
。

な
お
、
千
曲
署
で
も
ホ
ン
デ
リ
ン

グ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
玄
関
入

口
の
ボ
ッ
ク
ス
で
随
時
受
け
付
け
て

い
る
（
対
象
外
の
図
書
も
あ
り
。
詳

し
く
は
千
曲
署
総
務
課
ま
で
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
千
曲

犯
罪
被
害
者
支
援「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」

千
曲
警
察
署
に
古
本
を
寄
贈

＠
磯
部
の
戸
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
６
月
７
日
、
長
野
大
学
茶
道

部
の
学
生
た
ち
が
「
お
抹
茶
体
験

会
」
を
行
っ
た
。
茶
道
部
員
６
人
は

茶
道
の
作
法
や
、
抹
茶
の
点
て
方
を

た

説
明
し
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
20
人
あ
ま

り
の
利
用
者
に
抹
茶
を
提
供
。
お
菓

子
も
振
る
舞
わ
れ
た
。
講
師
役
を
務

め
た
部
員
の
大
橋
温
仁
さ
ん
に
よ
る

あ
つ
ひ
と

と
同
大
学
の
茶
道
部
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
茶
道
の
体
験
会
を
開
い
て

い
る
が
、
高
齢
者
施
設
の
訪
問
は
今

回
が
初
め
て
と
の
こ
と
。
参
加
し
た

高
齢
者
の
中
に
は
経
験
者
も
お
り

「
昭
和
17
年
、
学
生
の
こ
ろ
お
茶
を
点

て
て
い
た
。
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
が
、

お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
懐
か
し
そ

う
に
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
。

戸
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
の
体
験
会学生がお点前を披露

令
和
７
年
度
千
曲
市
操
法
技
術
総
合
訓
練
会

昨
年
度
よ
り
千
曲
市
消
防
団
は
従
来
の
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
を
休
止
し
、
代
わ
り
に
「
千
曲
市
操
法

技
術
総
合
訓
練
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
22

日
、
大
西
緑
地
公
園
内
の
操
法
練
習
場
で
訓
練
会
を

行
っ
た
。
こ
の
訓
練
会
は
消
防
団
員
が
安
全
・
確

実
・
迅
速
に
火
災
防
御
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
基
礎
的
技
術
を
習
得
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、
各
消
防
団
ご
と
の
順

位
は
付
け
な

い
。
小
型
ポ
ン

プ
の
部
に
８

チ
ー
ム
、
ポ
ン

プ
車
の
部
に
３

チ
ー
ム
が
出
場

し
実
技
が
行
わ

れ
た
。
団
員
は

日
ご
ろ
の
訓
練

で
磨
い
た
実
技

を
披
露
し
た
。ＲＡＵＭ戸倉宿（坂井銘醸）昭和

蔵で萱アートコンペ受賞作家・吉田
峰雄展―光と音の対話―が７月６日
（日）まで開催中。光を素材に制作
した作品「光の対話」（34点）は、
光に照らされることで黒色の画面に
表れた異なる質感を表現している。
なお「萱アートコンペ2025」は現

在応募エントリー受付中。応募申込
および参加費振込締切は７月31日。
会期は10月５日から26日まで。

㈱
長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
で
は
６
月
12
日

に
会
見
を
行
い
、
分
解
さ
れ
に
く
く
、
除

去
も
難
し
い
と
さ
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

ピ
ー
フ
ァ
ス

フ
ッ
素
化
合
物
）
を
吸
着
し
て
濃
度
を
軽

減
さ
せ
る
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
吸
着
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
」
の
開
発
に
成
功
し
た
と
発
表
し
た
。

フ
ラ
イ
パ
ン
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
半
導
体

な
ど
に
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
き
た
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
環
境
汚
染
に
つ
な
が
り
、
発
が
ん
性

や
免
疫
力
低
下
と
い
っ
た
人
体
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
近
年
河
川
や
水
道

水
か
ら
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ

て
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
来
年
４
月
よ
り

基
準
と
な
る
数
値
を
超
え
た
場
合
の
改
善

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

同
社
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を

吸
着
す
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
開
発
に
着

手
。
製
品
化
は
困
難
を
極
め
た
が
、
研
究

の
結
果
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
濃
度
を
ゼ
ロ

に
近
く
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
除
去
は
国
内

初
と
の
こ
と
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
耐
熱
性

が
高
い
た
め
、
従
来
の
活
性
炭
や
フ
ィ
ル

タ
ー
で
は
難
し
い
温
水
で
も
使
用
が
可
能

と
い
う
利
点
が
あ
る
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
タ
ン
ク
に
入
れ
て
有
害
物

を
除
去
す
る
方
式
で
一
般
家
庭
で
の
使
用

も
想
定
し
て
い
る
。
今
年
夏
の
発
売
予
定

で
価
格
は
未
定
。

新商品「ＰＦＡＳ吸着セラミックス」

長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
除
去
の

ピ

ー

フ

ァ

ス

新
商
品
を
発
表

古
書
や
古
着
な
ど
を
販
売
す
る
「
第
５

回
熱
湯
沸
騰‼

！
！
ガ
ラ
ク
タ
市
」
が
６

月
１
日
、
上
山
田
温
泉
の
中
央
公
園
で
開

か
れ
た
。
昔
懐
か
し
い
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
テ
レ
ビ
番
組
の
テ
ー
マ
曲
が
流
れ
る
会

場
に
は
飲
食
ブ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

所
狭
し
と
並
び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
お
目

当
て
の
品
物
を
探
し
求
め
て
い
た
。
お
お

お
ま
た
、
チ
ン
ド
ン
屋
に
扮
し
た
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
会
場
周
辺
を
回
り
な
が
ら
来
場

を
呼
び
掛
け
て
い
た
（
写
真
）
。
場
内
で

は
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
展
示
会
も
開
か
れ
た
。

お
お
お

チ
ン
ド
ン
屋
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ

（
上
山
田
温
泉
街
）

ど
こ
か
で
見
覚
え
の
あ
る

よ
う
な
人
の
姿
も
？…

ガ
ラ
ク
タ
市

上
山
田
温
泉
中
央
公
園

長野大学茶道部のメンバー

発表会 佐藤義雄社長（左）
（長野セラミックスショールーム）

萱アートコンペ 吉田峰雄展

贈呈の様子（千曲警察署）

長
野
大
学
茶
道
部

―光と音の対話―

「光の対話」
ほかにも会場内には鉄パイプの中に
石を投入する体験型の立体作品も展示
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６
月
18
日
、
屋
代
南
高
校
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
１
年
生

36
人
が
あ
ん
ず
の
里
ス
ケ
ッ
チ
パ
ー
ク
で
あ
ん
ず
の
収
穫
体

験
を
行
っ
た
。
生
徒
ら
は
８
班
に
分
か
れ
、
各
班
に
あ
ん
ず

の
里
振
興
会
の
メ
ン
バ
ー
１
人
が
付
い
た
。
５
月
の
摘
果
体

験
時
と
同
様
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
「
平

和
」
の
実
を
一
つ
一
つ
収
穫
し
て
か
ご
に
入
れ
て
い
っ
た
。

高
所
の
作
業
時
に
は
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
脚
立
も
使
用
し

た
。
当
日
は
午
前
９
時
半
か
ら
の
作
業
だ
っ
た
が
、
梅
雨
の

中
休
み
で
午
前
中
か
ら
気
温
が
上
昇
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い

よ
う
日
陰
に
入
り
な
が
ら
作
業
を
続
け
た
。
作
業
の
合
間
に

振
興
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
貰
っ
た
収
穫
し
た
て
の
あ
ん
ず
を
食

べ
た
生
徒
は
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し
い
」
と
話
し
て
い

た
。
収
穫
し
た
あ
ん
ず
は
７
月
に
ジ
ャ
ム
に
加
工
す
る
。

あ
ん
ず
の
里
振
興
会
に
よ
る
と

今
年
の
あ
ん
ず
は
豊
作
と
の
こ
と

市
内
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
複
数
の
団
体
や
事
業

主
ら
が
協
力
し
た
歩
行
者
天
国
「
ワ
ク
ワ
ク
屋
代
駅
前
ふ
れ

あ
い
ホ
コ
天
パ
ー
ク
」
が
６
月
１
日
、
初
開
催
さ
れ
た
。
主

催
し
た
の
は
Ｙ
Ｓ
Ｗ
ａ
Ｔ
～
屋
代
盛
り
上
げ
特
殊
部
隊
～
。

屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
の
１
０
０
ｍ
の
区
間
で
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
や
屋
台
が
出
店
し
た
ほ
か
、
屋
代
高
校
の
生
徒
が
自
分

た
ち
で
作
っ
た
あ
ん
ず
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
販
売
。
子
ど

も
向
け
の
遊
び
場
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
三
輪
車
リ
レ
ー
や
、
道

路
上
へ
の
チ
ョ
ー
ク
で
の
お
絵
か
き
も
実
施
し
た
。
ま
た
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
・
モ
ル
ッ
ク
体
験
、
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
や
ミ
ニ
四
駆
の
コ
ー
ナ
ー
も
人
気
を
集
め
て
い
た
。

会
場
内
で
は
科
野
青
年
会
議
所
に
よ
る
「
ア
ー
ト
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
～
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
描
く
特
別
な
１
日

～
」
も
開
催
。
以
前
よ
り
千
曲
市
内
で
市
民
と
の
芸
術
活
動

を
行
っ
て
き
た
上
田
市
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
白
井
ゆ
み

枝
さ
ん
（
写
真
下
）
が
、
子

ど
も
た
ち
と
商
店
の
窓
ガ
ラ

ス
に
絵
具
で
絵
を
描
い
た
。

協
力
し
た
４
店
舗
の
ガ
ラ
ス

に
は
「
屋
代
の
空
」
を
テ
ー

マ
に
子
ど
も
た
ち
が
思
い
思

い
の
絵
を
描
い
て
い
っ
た
。

６
月
１
日
、
姨
捨
四
十
八
枚
田

の
田
植
え
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
は

元
々
長
楽
寺
の
寺
領
だ
っ
た
場
所

で
あ
り
、
姨
捨
棚
田
発
祥
の
地
と

言
わ
れ
て
い
る
。
当
日
四
十
八
枚

田
保
存
会
の
会
員
、
オ
ー
ナ
ー
契

約
し
て
い
る
楽
知
会
の
メ
ン

バ
ー
、
地
元
八
十
二
銀
行
の
行
員

等
、
約
40
人
が
参
加
し
た
。

四
十
八
枚
田
観
音
の
石
像
の
背

後
に
は
日
本
一
小
さ
な
田
圃
が
あ

た
ん
ぼ

る
が
「
昔
々
、
一
人
の
お
百
姓
さ

ん
が
田
仕
事
を
終
え
て
田
圃
を
見

渡
す
と
一
枚
足
り
な
い
。
何
度
数

え
て
も
足
り
な
い
の
で
諦
め
、
足

元
の
蓑
を
拾
い
上
げ
る
と
、
そ
の

み
の

下
に
田
圃
が
一
枚
あ
っ
た
」
と
い

う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

小
さ
な
田
に
も
20
株
程
の
早
苗
が

植
え
ら
れ
た
。
米
不
足
の
昨
今
、

秋
の
実
り
が
楽
し
み
で
あ
る
。

姨捨四十八枚田

路上にチョークでお絵かき

５
年
後
に
は
全
校
生
徒
数
が
１
０

０
人
を
切
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
更

級
小
学
校
。
地
域
の
大
人
た
ち
が
、

学
校
に
よ
り
深
く
関
わ
り
を
持
と
う

と
い
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
さ
ら

し
な
楽
校
」
の
開
校
式
が
５
月
23

日
、
更
級
小
学
校
で
開
か
れ
た
。
こ

の
取
り
組
み
は
地
域
と
学
校
が
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
を
共

に
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
。
年
間
を
通
じ
て
大
人

た
ち
が
子
ど
も
と
同
じ
立
場
で
、
遠

足
や
登
山
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
や

学
校
行
事
等
を
一
緒
に
行
う
。

昨
年
度
は
10
人
の
大
人
が
参
加
し

た
が
、
更
級
小
の
松
澤
校
長
に
よ
る

と
「
感
想
は
と
て
も
好
意
的
な
も
の

ば
か
り
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
。
講
座

数
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
今
年
度
は
参

加
者
が
８
人
増
加
し
18
人
と
な
っ

た
。
冠
着
山
登
山
を
は
じ
め
、
棚
田

米
の
栽
培
や
味
噌
づ
く
り
、
リ
ン
ゴ

の
収
穫
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
10
月
の
縄
文
ま
つ
り
に
も
全
校

児
童
と
と
も
に
参
加
す
る
。

開
校
式
に
は
12
人
が
出
席
し
、
自

己
紹
介
の
あ
と
各
自
に
受
講
証
明
証

が
渡
さ
れ
た
。
式
終
了
後
に
は
参
加

講
座
ご
と
に
日
程
の
確
認
な
ど
を

行
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
の

さ
ら
し
な
杏
農
園
の
山
岸
さ
ん
は
、

今
年
自
身
の
農
園
で
杏
の
収
穫
体
験

を
実
施
す
る
予
定
だ
（
６
月
中
）
。

地
域
と
学
校
が
教
育
活
動
で
連
携
（
更
級
小
学
校
）

「
さ
ら
し
な
楽
校
」
開
校
式

姨
捨
四
十
八
枚
田
の
田
植
え

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
子
ど
も
た
ち
の
共
同
制
作
も
実
施

た
ち
よ
り
カ
フ
ェ
わ
か
ば

オ
ー
プ
ン

誰
も
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
世
代

を
超
え
た
地
域
の
憩
い
の
場
の
取

り
組
み
が
屋
代
教
会
を
舞
台
に
始

ま
っ
た
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
石
坂
和
久
さ
ん
は
自

身
が
牧
師
を
務
め
る
教
会
を
「
た

ち
よ
り
カ
フ
ェ
わ
か
ば
」
と
し
て

開
放
し
、
新
た
な
地
域
の
憩
い
の

場
に
し
た
。
６
月
３
日
の
初
め
て

開
催
で
は
参
加
し
た
高
齢
者
が

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
た
り
、

手
作
り
ケ
ー
キ
な
ど
を
食
べ
な
が

ら
会
話
を
楽
し
ん
だ
。
開
催
は
毎

月
第
１
火
曜
日
10
時
～
12
時
（
予

約
不
要
・
参
加
費
無
料
・
出
入
り

自
由
）
。

石坂和久さん（中央）

屋
代
南
高
校

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
あ
ん
ず
収
穫
体
験

桜
堂
の
居
酒
屋
「
味
里
庵
」
で
は
店

内
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
を
定
期
開
催
し
て
い
る
。
５
月
29

日
に
は
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
ア
マ
チ
ュ

ア
の
参
加
者
ら
が
ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ

の
弾
き
語
り
を
行
っ
た
。

同
店
の
店
主
は
南
沢
万
里
子
さ
ん
。

お
店
を
開
業
し
た
の
は
平
成
７
年
か
ら

と
の
こ
と
。
店
内
の
音
響
や
照
明
器
具

は
サ
ウ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ト
代
表
の
湯
原
敏

光
さ
ん
が
設
計
し
た
も
の
で
、
企
画
や

演
出
も
手
が
け
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
は
入

場
無
料
で
飛
び
入
り
参
加
も
可
。

ライブの開催時間は19時〜24時まで

味
里
庵
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

み

さ

と

あ

ん

ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ
の
弾
き
語
り

「味里庵」月曜定休日
住所・桜堂３５９-４
☎０２６-２７２-７９９０

開校式の様子（更級小学校）

ふ
れ
あ
い
ホ
コ
天
パ
ー
ク
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長野相生座・ロキシー
☎026-232-3016
７／18(金)∼７／24(木)１週間限定
「大日向村の４６年 満州移民・その後の
人々」（1986年／155分）
戦前、村の半数の人々を満蒙開拓団とし

て送り出すことによって、模範的な農村と
して政府から賞賛
された大日向村。
国家の方針に翻弄
された村民たちの
軌跡を、当時の国
策映画「大日向
村」（1940）の
映像や送り出した
側送り出された側

双方の村民へのインタビューで追った第一
部「分村移民の軌跡」、満州での体験を語
る人々へのインタビューで構成された第二
部「語る−過去と現在をつなぐもの」の合
計155分に構成したドキュメンタリー大
作。7/19（土）に舞台挨拶トークイベント
を開催。製作・小泉修吉。構成・若槻健
一、小泉修吉、山本常夫。演出・山本常
夫。撮影・山口誠、沢幡正節。VE・隅田一
明。解説・村松康雄。
千石劇場 ☎026-226-7665
７／11（金）から公開

「きさらぎ駅Re：」（2025年／82分）
インターネット掲示板「2ちゃんねる」

発の都市伝説をもとに映画化した2022年
公開のホラー映画「きさらぎ駅」の続編。
インターネット発の都市伝説をもとにした
作品で知られる永江二朗監督が前作に引き
続きメガホンをとった。上田市ロケ作品。

長野市

映画情報（７月）

歌
壇

安
曇
於
保
奈

選

あ

ず
み

お

ほ

な

【
秀
逸
】

ザ
ワ
ワ
ザ
ワ
ワ
さ
と
う
き
び
畑
の
少
女

に
と
ユ
リ
ノ
キ
の
も
と
落
花
を
ひ
ろ
う百合

１
９
６
４
年
に
寺
島
尚
彦
が
沖
縄
を

訪
れ
た
と
き
に
着
想
し
て
で
き
た
『
さ

と
う
き
び
畑
』
の
歌
。
戦
争
で
父
を
亡

く
し
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
日
に
生
ま
れ

た
少
女
が
さ
と
う
き
び
畑
を
歩
い
て
父

の
面
影
を
辿
る
歌
。
歌
詞
に
、
「
知
ら

な
い
は
ず
の
父
の
手
に
だ
か
れ
た
夢
を

見
た
」
「
父
の
声
を
さ
が
し
な
が
ら
た

ど
る
畑
の
道
」
と
あ
る
。
沖
縄
全
戦
没

者
追
悼
式
（
沖
縄
慰
霊
祭
）
は
６
月
２

３
日
。
ユ
リ
ノ
キ
の
花
が
咲
く
頃
。
そ

の
落
花
を
拾
っ
て
少
女
に
届
け
た
い
と

作
者
は
詠
う
。

【
佳
作
】

駅
う
ら
で
抱
き
合
う
二
人
の
高
校
生
朝

の
ベ
ン
チ
は
青
春
ま
ぶ
し

甘
利
真
澄

あ
る
朝
の
、
し
な
の
鉄
道
の
駅
の
駅

裏
。
通
り
か
か
る
と
高
校
生
の
男
女
が

ベ
ン
チ
で
抱
き
合
っ
て
い
る
。
お
い
お

い
と
思
い
つ
つ
、
ご
自
分
が
高
校
生

だ
っ
た
頃
の
姿
か
と
作
者
。
結
句
が
い

い
。

【
入
選
】

た
ん
ぽ
ぽ
は
白
髪
に
な
り
て
風
に
舞
う

我
も
白
髪
に
な
り
て
た
ん
ぽ
ぽ中

村
邦
久

眠
れ
な
い
夜
は
想
い
出
の
旅
を
す
る
あ

の
人
こ
の
人
会
っ
て
お
か
ね
ば倉石

み
つ
る

梅
雨
空
に
蛙
声
を
聞
け
ば
あ
れ
こ
れ
と

田
植
え
の
思
索
せ
し
頃
遥
か

つ
き
は
ら

別
居
し
て
面
会
求
め
調
停
す
子
に
は
福

祉
も
親
は
葛
藤

湯
本
孝
一

姨
捨
の
歴
史
見
守
る
名
月
に
「
田
毎
の

月
」
を
広
重
描
き
ぬ

昼
行
燈

日
々
解
け
る
ア
ル
プ
ス
の
雪
急
登
で
見

た
花
々
を
ま
た
見
に
行
こ
う

中
村
妙
子

コ
メ
な
け
り
ゃ
パ
ン
に
パ
ス
タ
に
う
ど

ん
そ
ば
戦
中
派
に
は
ノ
ー
プ
ロ
ブ
レ
ム土朗

初
孫
と
幼
き
頃
の
我
が
息
子
３
Ｄ
の
ご

と
よ
く
も
こ
こ
ま
で

小
橋
浩
樹

埴
科
幹
線
水
路
・
尾
米
川
・
新
田
用
水

五
十
里
川
あ
り

い
か
り
が
わ

宮
坂
岩
子

【
応
募
要
領
】
■
官
製
は
が
き
に
三
首

ま
で
（
二
重
投
稿
は
不
可
）
■
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
付
記
■
締
め
切
り

毎
月
十
日
■
宛
先
〒
３
８
７‐

０
０
１

２

千
曲
市
桜
堂
５
２
１
屋
代
西
沢
書

店
２
階

ち
く
ま
未
来
新
聞

歌
壇
係

テレビアニメ「Turkey！」放送迫る
タ ー キ ー

千曲市内の屋外彫刻物めぐり
モ ニ ュ メ ン ト

「鳩」

『
暮
ら
し
の
物
語

伝
え
継
ぎ
た
い
日
本
の

３
６
５
日
』
著
・
高
野
玲
（
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

著
者
の
高
野
玲
さ
ん
は
千
曲
市
小
島
出
身
。
本

書
で
は
二
十
四
節
気
・
七
十
二
候
に
沿
い
な
が
ら
、

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
先
人
の
知
恵
を
紐
解

い
て
３
６
５
日
の
献
立
を
紹
介
。
レ
シ
ピ
は
食
材

や
行
事
、
習
慣
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
解
説
さ
れ

て
い
る
。
「
日
々
の
食
卓
で
旬
の
恵
み
を
味
わ
う

こ
と
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
小
さ
な
幸
せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
と
私
は
信
じ
て
い

ま
す
（
本
文
よ
り
）
」
毎
日
の
食
卓
を
豊
か
に
す
る
“
食
の
歳
時
記
”

形
式
の
レ
シ
ピ
本
。
屋
代
西
沢
書
店
ほ
か
全
国
書
店
に
て
発
売
中
。

【新連載】

千曲市では第三次総合計画のなか
で、市の将来像を『文化伝承創造都
市』と掲げています。市内各所には
1985（昭和60）年にうるおいのあ
るまちづくりを目指して東京都の多
摩美術大学と締結した「モニュメン
ト制作協定」により、学生たちが制
作した屋外彫刻物が多数設置されて
います。
ちくま未来新聞では協定締結から

今年で４０年となるこれらのモニュ
メントの現在の様子を調査・撮影し
ております（現在も継続中）。その
なかから来月号より２作品ずつ設置
場所や作者名などを紹介していきま
す。貴重な芸術作品の存在を周知し
次代に伝承することで、市民の皆さ
まが芸術に触れる一助になれば幸い
です。(撮影：小針俊明／白石茂樹)「AMOUR（愛）」

【
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

（
地
上
波
）
テ
レ
ビ
信
州
・
７
月
12
日

よ
り
毎
週
土
曜
日
25
時
～
25
時
30
分
※

初
回
の
み
25
時
10
分
～
／
（
衛
星
放

送
）
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
・
７
月
10
日
よ
り
毎

週
木
曜
日
22
時
30
分
～
23
時

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
放
送
が
始
ま
る

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｙ
！
」

タ

ー

キ

ー

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
千
曲
市
秘
書
広

報
課
で
は
屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
と
上

山
田
温
泉
旅
館
組
合
な
ど
に
宣
伝
の
幟

の
ぼ
り

旗
を
提
供
し
た
。
現
在
協
力
を
得
た
各

店
舗
の
前
や
大
通
り
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
専
門
誌
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
マ

ガ
ジ
ン
」
７
月
号
に
は
「
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ

ｙ
！
」
描
き
お
ろ
し
表
紙
に
加
え
プ
ロ

選
手
と
声
優
の
対
談
が
掲
載
さ
れ
た
。

発売日５月１３日
価格２６４０円（税込）
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彼
と
付
き
合
っ
て
か
ら
一
ヶ
月
が
経
っ
た
。

下
校
は
い
つ
も
一
緒
で
、
彼
は
い
つ
も
将
来
の
夢
を
熱
く

語
る
。

「
将
来
は
父
さ
ん
を
超
え
る
蕎
麦
職
人
に
な
る
。
そ
れ
で
、

う
ち
の
店
を
日
本
一
の
蕎
麦
屋
に
す
る
ん
だ
」

ま
る
で
小
学
生
が
夢
を
語
る
み
た
い
に
ま
っ
す
ぐ
な
彼
の

瞳
は
と
て
も
魅
力
的
だ
。

彼
を
好
き
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
彼
の
そ
ば
に
い
ら
れ
て

幸
せ
だ
と
思
え
る
瞬
間
だ
っ
た
。

で
も
、
彼
の
夢
を
聞
き
な
が
ら
喉
の
奥
が
痒
く
な
る
の
を

感
じ
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
彼
の
制
服
に
蕎
麦

粉
が
付
着
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

量
に
す
れ
ば
、
ほ
こ
り
程
度
で
も
私
の
体
は
反
応
し
て
し

ま
う
。

幼
い
頃
か
ら
、
「
発
作
が
起
こ
る
か
ら
蕎
麦
屋
さ
ん
の
前

は
通
ら
な
い
よ
う
に
ね
」
と
お
母
さ
ん
か
ら
注
意
さ
れ
て
い

た
。
そ
ん
な
重
度
の
蕎
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
私
が
、
蕎
麦
職
人

を
目
指
し
て
い
る
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
。

「
ね
え
、
手
を
繋
い
で
帰
ろ
う
よ
」

何
度
か
彼
か
ら
手
を
差
し
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
顔
を

赤
ら
め
な
が
ら
言
う
、
彼
が
た
ま
ら
な
く
愛
お
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
差
し
出
さ
れ
た
彼
の
細
く
て
き
れ
い
な
指
を
見
る
と

胸
が
ド
キ
ド
キ
し
た
。

本
当
は
私
も
手
を
繋
ぎ
た
い
。
だ
け
ど
、
私
は
首
を
横
に

振
る
。
だ
っ
て
手
な
ん
て
繋
い
だ
ら
私
は…

…

彼
か
ら
手
を
差
し
出
さ
れ
た
の
は
一
度
や
二
度
で
は
な
い
。

最
初
は
「
も
っ
た
い
ぶ
る
な
あ
」
と
彼
は
笑
っ
て
い
た
け

ど
、
そ
れ
が
何
度
か
続
く
と
、
彼
は
悲
し
い
目
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
最
近
は
手
を
差
し
出
し
て
く
れ

る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
彼
と
は
結
ば
れ
な
い
運
命
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
彼
の
悲
し
そ
う
な
目
を
見
る
と
そ
う
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
曜
日
に
彼
と
デ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
服
の
彼

は
新
鮮
で
、
つ
い
つ
い
見
惚
れ
て
し
ま
う
。

話
題
の
映
画
を
見
に
行
っ
た
後
、
パ
ス
タ
屋
さ
ん
で
ラ
ン

チ
を
食
べ
に
行
っ
た
。

お
店
で
パ
ス
タ
を
食
べ
な
が
ら
も
彼
は
蕎
麦
に
つ
い
て
語
っ

た
。
卒
業
後
は
蕎
麦
屋
の
名
店
で
修
行
す
る
ら
し
い
。
そ
し

て
、
い
つ
か
は
家
の
蕎
麦
屋
を
継
ぐ
ん
だ
と
熱
く
語
っ
た
。

そ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
私
は
彼
の
蕎
麦
屋
さ
ん
で
女
将
さ

ん
を
し
て
い
る
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
。
彼
の
打
つ
お
蕎
麦
を

私
が
お
客
さ
ん
に
運
ぶ
。
お
客
さ
ん
は
「
美
味
し
い
」
と
喜

び
、
私
た
ち
も
笑
顔
に
な
る
。
想
像
だ
っ
た
ら
い
く
ら
で
も

で
き
る
。
で
も
、
現
実
的
に
は
そ
れ
は
無
理
だ
。
お
蕎
麦
屋

さ
ん
に
入
っ
た
時
点
で
私
の
体
は
苦
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

目
の
前
の
パ
ス
タ
を
見
て
、
も
し
、
彼
が
イ
タ
リ
ア
ン
の
シ
ェ

フ
を
目
指
し
て
く
れ
た
な
ら
な
あ
と
強
く
思
っ
た
。

パ
ス
タ
屋
さ
ん
を
出
る
と
、
彼
は
久
し
ぶ
り
に
「
手
を
繋

ご
う
よ
」
と
手
を
差
し
出
し
た
。
彼
の
声
が
震
え
て
い
た
。

胸
が
痛
ん
だ
。
彼
は
声
を
震
わ
せ
る
ほ
ど
に
勇
気
を
振
り

絞
っ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
の
気
持
ち
に
答
え
た
い
。
い
っ
そ

の
こ
と
発
作
が
起
き
て
も
い
い
か
ら
彼
の
手
に
触
れ
て
み
た

い
。
細
く
て
長
い
指
に
自
分
の
手
を
絡
ま
せ
て
み
た
い
。

だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
私
は‥

‥
‥

。

頭
の
中
で
二
つ
の
考
え
が
せ
め
ぎ
合
っ
た
。
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
ず
に
固
ま
っ
て
い
る
と
、
つ
い
に
彼
は
無
言
の
ま

ま
手
を
引
っ
込
め
た
。
そ
し
て
、

「
ね
え
、
本
当
に
俺
の
こ
と
好
き
？
」
と
彼
は
私
の
目
を
見

ず
に
言
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、
好
き
だ
よ
」
と
私
は
す
ぐ
に
返
し
た
。
だ
っ

て
そ
の
気
持
ち
に
嘘
は
な
か
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
て
？
俺
た
ち
も
う
付
き
合
っ
て
一
か
月

も
経
つ
の
に
手
も
繋
が
せ
て
く
れ
な
い
じ
ゃ
あ
。
そ
ん
な
の

付
き
合
っ
て
る
っ
て
言
え
る
の
か
な
あ
」

彼
の
唇
が
震
え
て
い
た
。
悲
し
み
と
怒
り
が
混
じ
っ
た
顔
。

こ
ん
な
の
、
私
の
好
き
な
彼
の
表
情
じ
ゃ
な
い
。

も
う
本
当
の
こ
と
を
言
お
う
。
そ
も
そ
も
、
私
は
考
え
す

ぎ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
案
外
真
実
を
告
げ
れ
ば
「
な

ん
だ
そ
う
だ
っ
た
ん
だ
あ
。
早
く
言
え
よ
」
と
笑
っ
て
く
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
優
し
い
彼
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と

で
私
を
フ
っ
た
り
は
し
な
い
は
ず
。
だ
け
ど
、
彼
の
夢
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
私
が
蕎
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
っ
て
告
白
し

た
ら
、
彼
は
夢
を
あ
き
ら
め
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
と

の
将
来
を
選
ん
で
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
い
い
や
。
考

え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
わ
か
ら
な
く
な
る
。
一
か
八
か
の
賭
け

に
出
て
み
よ
う
。

「
本
当
は…

…

」

次
の
言
葉
が
出
な
い
。
悲
し
そ
う
な
彼
の
顔
が
そ
う
さ
せ

て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

今
わ
か
っ
た
。
私
が
好
き
な
の
は
将
来
の
夢
を
真
剣
に
、

そ
し
て
嬉
し
そ
う
に
語
る
彼
だ
。

選
者

宇
沢
伊
十

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
君
も
大
人
に
な
っ
た
の
ね

玉
雪

借
り
て
き
た
猫
に
な
っ
た
よ
や
ん
ち
ゃ
な
子

義
子

初
デ
ー
ト
腕
を
組
む
の
も
遠
慮
が
ち

義
忠

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
も
見
馴
れ
た
今
は
魅
力
的

ひ
ろ
子

万
博
コ
イ
ン
懐
か
し
む
よ
り
価
値
を
見
る

恵
美
子

月
の
石
わ
く
わ
く
見
た
日
忘
れ
な
い正

文

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
一
人
で
吠
え
る
独
演
会長茶

楽
し
い
川
柳

千
曲
川
柳
会

お
じ
ょ
こ
な
８
０
０
字
小
説

第
四
十
八
回「
そ
ば
に
い
た
い
だ
け
」

「
ご
め
ん
ね
、
本
当
は
、
そ
ん
な
に
好
き
じ
ゃ
な

か
っ
た
か
も
。
最
初
は
い
い
と
思
っ
た
け
ど
さ
あ
、

君
と
一
緒
だ
と
面
白
く
な
い
ん
だ
よ
ね
。
学
校
の

帰
り
も
蕎
麦
の
話
し
か
し
な
い
し
さ
、
な
ん
か
そ

う
い
う
熱
い
感
じ
私
は
無
理
だ
な
。
だ
か
ら
そ
の

…
…

」
私
は
一
気
に
言
葉
を
吐
き
出
し
、
彼
に
背
を
向

け
た
。
そ
し
て
彼
の
反
応
を
待
た
ず
に
歩
き
出
し

た
。少

し
で
も
彼
か
ら
距
離
を
取
り
た
く
て
、
速
足

で
歩
い
た
。
我
慢
し
て
い
た
け
ど
、
デ
ー
ト
中
も

ず
っ
と
喉
の
奥
が
か
ゆ
か
っ
た
。
彼
か
ら
離
れ
れ

ば
そ
れ
も
治
る
は
ず
。

で
も
、
お
か
し
い
な
あ
。
彼
は
も
う
近
く
に
い

な
い
の
に
発
作
み
た
い
に
息
が
苦
し
い
。
目
か
ら

涙
も
あ
ふ
れ
出
て
く
る
。
な
ん
で
ア
レ

ル
ギ
ー
の
症
状
が…
…

そ
う
か
、
私
は
悲
し
い
ん
だ
。
ど
う

し
よ
う
も
な
い
く
ら
い
悲
し
い
ん
だ
。

そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
く

ら
い
私
は
悲
し
い
ん
だ
。

た
だ
彼
の
そ
ば
に
い
た
い
だ
け
な
の

に
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が

叶
わ
な
い
ん
だ
ろ
う
。

す
れ
違
う
人

に
泣
き
顔
を
見

ら
れ
な
い
よ
う

に
顔
を
両
手
で

隠
し
な
が
ら
家

ま
で
歩
い
た
。

選
者

青
木
く
美
子
（
り
ん
ど
う
同
人
）

万
緑
に
埋
も
れ
て
お
り
ぬ
村
一
つ

房
子

我
に
ま
た
伸
ひ
し
ろ
あ
る
か
今
年
竹有

美
子

幾
つ
も
の
灯
り
人
呼
ぶ
夜
店
か
な

一
子

万
緑
や
生
中
継
の
登
山
道

み
き
子

卯
の
花
や
園
児
散
歩
の
紐
電
車

吉
と
し

伽
羅
蕗
や
階
段
箪
笥
あ
る
暮
ら
し

か
ほ
る

向
き
合
え
ば
誰
も
良
き
人
さ
く
ら
ん
ぼ

秀
貴

麦
の
秋
足
で
リ
ズ
ム
の
ハ
ー
モ
ニ
カ直

喜

万
緑
や
柱
の
疵
の
煤
け
行
く

奈
美
江

見
学
の
竪
穴
住
居
花
菖
蒲

宮
恵
美

十
薬
を
厨
に
治
け
る
講
釈
女

久
惠

何
べ
ん
も
叱
る
が
ご
と
く
ほ
と
と
ぎ
す

遊
耳

老
夫
婦
焼
と
り
を
手
に
夜
店
の
灯

孝
子

ち
く
ま
未
来
俳
句

塚田浩司／柏屋当主。屋代出身。著者紹介

俳
句
で
人
生
に
潤
い
を
、
お
気
軽
に

ご
投
句
下
さ
い
。
■
投
句
先

〒
３

８
７‐

０
０
１
２
千
曲
市
桜
堂
５
２

１

ち
く
ま
未
来
新
聞
「
俳
句
係
」

（
屋
代
西
沢
書
店
２
階
）
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ボアルース長野
フットサルＦリーグ Ｆ１（ディビジョン１）

千曲市でホーム開幕戦
今
季
３
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
に
Ｆ
１
に

復
帰
し
た
ボ
ア
ル
ー
ス
長
野
。
ホ
ー

ム
開
幕
戦
と
な
る
千
曲
大
会
を
前
に

若
林
凛
香
新
社
長
ら
が
小
川
市
長
を

表
敬
訪
問
し
た
。
若
林
順
平
会
長
は

チ
ー
ム
は
千
曲
市
で
は
昨
季
無
敗
と

ゲ
ン
の
い
い
会
場
で
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
次
第
に
観
客
数
も
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
の
確
保
に

千
曲
市
側
の
協
力
を
要
請
し
た
。

そ
の
二
日
後
に
行
わ
れ
た
北
九
州

と
の
ホ
ー
ム
開
幕
戦
で
は
こ
と
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
千
曲
に
１
１
１
８
人
の
観

客
が
来
場
。
先
着
入
場
者
に
配
ら
れ

た
ペ
ン
ラ
イ
ト
が
光
輝
く
な
か
選
手

が
入
場
す
る
演
出
で
盛
り
上
げ
た
。

試
合
は
長
野
が
先
制
し
、
２
点
を

リ
ー
ド
し
て
前
半
を
終
了
。
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
が
、
松
永
選

手
の
負
傷
退
場
な
ど
で
流
れ
が
北
九

州
に
傾
き
逆
転
を
許
す
。
長
野
は
パ

ワ
ー
プ
レ
ー
で
攻
勢
を
か
け
る
が
、

カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
で
失
点
。
２‐

４

で
敗
れ
、
今
季
初
勝
利
を
逃
し
た
。

試
合
後
、
三
笠
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た

の
で
勝
ち
た
か
っ
た
」
と
唇
を
か

ｖ
ｓ
ボ
ル
ク
バ
レ
ッ
ト
北
九
州
（
６
月
１
５
日
）

フットサル

６
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
こ
と
ぶ

き
ア
リ
ー
ナ
千
曲
と
戸
倉
体
育
館
で
行
わ
れ

た
第
76
回
長
野
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会
兼
全
日
本
高
等
学

校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
長
野
県
予
選

会
で
、
男
子
は
長
野
南
が
優
勝
（
４
年
ぶ
り

11
回
目
）
。
女
子
は
屋
代
が
4
年
連
続
の
優

勝
を
果
た
し
た
（
27
回
目
）
。
優
勝
し
た
両

校
は
、
８
月
３
日
か
ら
岡
山
県
で
行
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
「
中
国
総
体
２
０
２
５
」
に

長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

ま
た
、
県
大
会
の
上
位
４
校
（
男
子
・
長

野
南
、
屋
代
、
東
海
大
諏
訪
、
上
田
／
女

子
・
屋
代
、
長
野
南
、
上
田
染
谷
丘
、
上

田
）
は
６
月
21
日
か
ら
22
日
ま
で
千
曲
市
と

上
田
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
北
信
越
大
会

に
出
場
し
た
。
男
子
の
屋
代
高
校
、
女
子
の

長
野
南
が
一
回
戦
を
突
破
し
た
が
、
２
回
戦

で
敗
れ
た
（
男
子
優
勝
は
決
勝
で
氷
見
を

破
っ
た
福
井
県
代
表
の
北
陸
高
校
。
女
子
優

勝
は
石
川
県
代
表
・
小
松
市
立
高
校
）
。

【男子】北信越大会優勝の北陸高校（福井県）
（６月２２日 ことぶきアリーナ千曲）

ボアルース長野
７月試合日程（ホームゲーム）

試合会場 ことぶきアリーナ千曲
１３日（日）１４：００∼
ｖｓ しながわシティ
２７日（日）１４：００∼
ｖｓ 湘南ベルマーレ

2024／25シーズンを３位で終えた信州ＢＷは６月５日、ＴＯｉＧＯでシー
ズン終了会見を行い、木戸康行社長が総括と来季の展望を述べた。Ｂ１Ｂ２昇
降格最終シーズンでのＢ１復帰は叶わなかったものの、2026年からのＢリー
グプレミア参入基準の平均入場者数4000人と売上高12億円は確保した。

小
川
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
（
６
月
１
３
日
）

県リーグ１部７月日程（ホーム戦）

千曲市サッカー場
１３日（日）10：00∼
リベルタス千曲ＦＣ
ｖｓ Ｆ．Ｃバイオレッツ

千
曲
市
を
本
拠
地
と
す
る
２

チ
ー
ム
の
“
千
曲
ダ
ー
ビ
ー
”

も
熱
い
試
合
が
期
待
さ
れ
る
。

過
去
何
度
も
激
闘
を
繰
り
広
げ

て
き
た
リ
ベ
ル
タ
ス
と
バ
イ
オ

レ
ッ
ツ
が
リ
ー
グ
戦
で
直
接
対

決
。
リ
ベ
ル
タ
ス
は
６
月
８
日

に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
選
手
権
長
野

県
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
勢
い

に
乗
っ
て
い
る
。
バ
イ
オ
レ
ッ

ツ
は
雪
辱
を
果
た
せ
る
か
。

一方、思うように会場を押さえられ
ず平日の試合が増えて集客に苦しんだ
と明かし、収容能力についても「３月
のＡ千葉戦はことぶきアリーナでやら
ざるを得なかった」が「与えられた環
境で結果を出さなければいけない」と
語った。来季はＢ２での最終年となる
が「もっと中南信の方々に試合を見て
頂きたい」として松本市総合体育館で
４試合開催する方針を明かした。

５
月
31
日
に
９
試
合
ぶ
り
の
勝
利

を
挙
げ
た
も
の
の
、
６
月
以
降
な
か

な
か
浮
上
の
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な

い
パ
ル
セ
イ
ロ
。
そ
ん
な
な
か
迎
え

る
今
年
３
度
目
の
“
信
州
ダ
ー

ビ
ー
”
の
舞
台
は
パ
ル
セ
イ
ロ
の

ホ
ー
ム
長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム
。
山
雅

を
相
手
に
ホ
ー
ム
の
大
観
衆
の
前
で

恥
ず
か
し
い
試
合
は
出
来
な
い
。
目

の
覚
め
る
よ
う
な
勝
ち
方
で
後
半
戦

に
向
か
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。

【女子】屋代高校ｖｓ小杉高校（富山県）
（６月21日 戸倉体育館）

ＡＣ長野パルセイロ
７．１９信州ダービ―迫る

Ｊリーグ ディビジョン３

サッカー

第19節
６日（日）18：00∼
vs ＦＣ大阪
第21節
19日（土）18：00∼
vs 松本山雅FC

AC長野パルセイロ J3 7月日程（ホーム）

試合会場はすべて
長野Ｕスタジアム

リベルタス千曲ＦＣ
F.Cバイオレッツ

サッカー県リーグ１部

第76回長野県高等学校総合体育大会お

ハンドボール競技大会＆北信越大会

長野南・屋代がインターハイ出場へハンドボール

信州ブレイブウォリアーズ

２０２４/２５
シーズン終了報告会見プロバスケ

Ｂリーグ

み
、
次
節
以
降
で
の
勝
利
を

フ
ァ
ン
に
誓
っ
た
。

木戸康行代表取締役社長


